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はじめに
　青木周弼は，天保１０（１８３９）年２月，西洋医として萩藩ではじめての藩内居住の一代雇の藩
医に登庸される。萩城下に移り住み，藩医としての職務にたずさわるかたわら，新設された
萩藩医学校の飜訳掛として異賊防禦のための飜訳にたずさわる。嘉永２（１８４９）年１月には，
萩藩医学校の会頭役に任じられ，教諭役の能美洞庵のもとで，はじめて萩藩医学校の運営に
かかわることになる。それは，萩藩医学校内に西洋兵学振興のために西洋学所が設置された
ことと無関係ではない。
　弘化元（１８４４）年夏には萩藩内諸郡で，翌２（１８４５）年夏には萩城下でも天然痘が流行し，
多数の死者がでる。萩藩でも，清代までの中国医書を集大成した『 医 宗 金 鑑 』に記載された
い そう きん かん
人痘接種法による種痘がおこなわれたこともある １）が，危険がともなうために定着しなかっ
た。嘉永２（１８４９）年７月，周弼のもとに，オランダ商館医モーニケ（Oto Gotlieb Johann 
Mohnike）がバタビアからとりよせた牛痘苗により長崎で牛痘接種を実施し，善感したとい
う知らせがもたらされる。周弼は，実弟の研蔵を佐賀と長崎に派遣し，痘漿と痘痂をとりよ
せ，９月下旬に臨床実験をおこなう。善感したために，１０月になると，萩城下で牛痘接種を
実施し，翌嘉永３（１８５０）年２月以降，藩領全域に拡大する。萩藩領全域における牛痘接種の
実施により西洋医学の臨床応用性が認知される。
　萩藩医学校では，嘉永３（１８５０）年８月に校舎が竣工したのを契機として，萩藩医学校教諭
役の能美洞庵がはじめての規則書ともいうべき「覺」と「醫學諸流稽古之式」を起草する。
洞庵は道三流本道医にすぎない。しかし，萩藩に西洋医学を導入しようと企図し，盟友の坪
井信道のもとで西洋医として修業をつんだ周弼を藩医に登用するよう地江戸両仕組掛として
天保改革を主導する村田清風にはたらきかけたのは洞庵である。周弼は，洞庵の要請により
「医学所規則」案を起草する。同年１２月に周弼が起草した規則案に修正がくわえられ，翌嘉
永４（１８５１）年２月には，さらに修正された「医学所規則」と「教諭申聞セノ条」が公布され
る。こうした過程において，周弼は萩藩医学校でおこなわれていた漢方医書と西洋医書の会
読を整理・拡充し，漢方医学課程のほかに，西洋医学の原書課程と訳書課程をもうける。
　周弼は，嘉永４（１８５１）年１月には，御添匙医に任じられる。以後，洞庵が萩藩医学校に専
念し，周弼が洞庵のかわりに藩主慶親に近侍することになる。周弼は，安政２（１８５５）年８月
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には御側医に任じられ，文久２（１８６２）年秋，藩主に扈従し，滞在する京都で病魔におかされ
るまで藩主に近侍する。周弼は，文久３（１８６３）年４月に能美洞庵の後任として教諭役に就き，
萩藩医学校の改革にたずさわる。同年秋には，最後の力をふりしぼり，改正規則を起草した
だけでなく，建言書をまとめる。周弼が萩の自宅で病没したのちの文久４（１８６４）年１月に改
正規則が認可されただけでなく，１０箇条の建議も部分的に修正されただけで，裁可される。
この改革により，周弼が構想した西洋医学校が一応完結したとみることができる。
　本稿では，青木周弼が，萩藩医学校の会頭役としてはじめて起草した「医学所規則」案が
修正され，成案，すなわち「医学所規則」として制定公布される過程において，萩藩医によ
り伝統的に築かれてきた漢方医学の基盤のうえに，どのように西洋医学を移植し，学科課程
として体系化したか，あきらかにすることを課題とする。なお，江戸期には，儒学の一派と
して古学が形成されたように，後世方，古医方，折衷派といった漢方医学から派生した流派
が形成される。漢方医学は，厳密には漢方系医学，漢方医は漢方系医と表記すべきであるが，
本稿では漢方系医学を漢方医学，漢方系医を漢方医と表記する。
Ⅰ．　申上置侯事
　嘉永２（１８４９）年正月，周弼は手廻組にくわえられ，医学館会頭役に任じられる。翌嘉永３
（１８５０）年６月には周弼は譜代藩医にとりたてられる。その９日後，周弼の１２歳年下の弟研蔵
と田原玄周が西洋原書頭取役に任じられる。同日，萩藩医学校は濟生堂から好生館に改称し，
改築のため明倫館内にうつされる。周弼は，赤川玄悦とともに会頭役として能美洞庵を補佐
することになる。
　玄悦は，文化５（１８０８）年に熊毛郡大河内村の藩士金子藤右衛門の次男に生まれ，翌文化６
（１８０９）年に萩藩医赤川分家の養子にむかえられる ２）。文政１１（１８２８）年に京都にのぼり，漢蘭
医学折衷論をとなえる小石元瑞３）のもとで医学を修業し，かたわら頼山陽に儒学・詩をまな
ぶ。天保１３（１８４２）年には，萩藩医学校で「瘟疫論」と「内科撰要」の会読を担当する。玄悦
は，周弼より５歳年少であるが，折衷的な立場の藩医として会頭役に登用される。８月には，
頭取役の呼称は教諭役にあらためられる。
　萩藩医学校は，開校以来，八丁南苑御茶屋内に仮寓していたが，当初の計画どおり，南苑
に新築されることになり，嘉永２（１８４９）年正月に 江 向 に竣工したばかりの明倫館内にうつ
え むかい
される。
　新築移転が決定したことにより，萩藩医学校はあらたな局面をむかえる。館長である洞庵
は，教諭役在職中は役人並に準じ，長柄傘の使用をゆるされただけでなく，萩藩医学校の職
務が多忙のばあいには，城中の勤番を免じられる４）。洞庵は，強い権限を行使するのにふさ
わしい地位を付与され，萩藩医学校の職務に専念することになる。しかも，西洋医学を研鑽
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した周弼がはじめて萩藩医学校の運営に関与することになる。
　萩藩医学校は，開校後１０年たつ。しかし，出席するものも少ないまま，ほそぼそと医書の
会読がつづけられていた。洞庵は，「 申 上 置 侯  事 」を起草し５），「酉ノ四月」，すなわち嘉
もうし あげ おき そうろう こと
永２（１８４９）年４月に萩藩医学校の振興策を藩政府に上申する。萩藩医学校のその後の展開を
方向づける文書であり，全文をあげる。
醫道之儀ハ司命之重任ニして， 一慈悲を專とし，誠實ニ治療仕侯 肝要御座侯，太平
之世ニ而ハ，干戈之患と申 も無レ之，慈親孝子，朝夕之憂と致侯ハ，疾病之一條ニ侯，
然れハ，醫術治世救民之一大要務ニも可レ有レ之哉ニ奉レ存侯，古語ニ病氣之時，庸醫之
手ニ委侯は，不慈不孝ニ比ス，醫之拙き病人之不幸ハ不レ及レ申ニ，人を不慈不孝之罪ニ
陥れ侯事ニ侯ヘハ，誠以可レ恐レ事ニて，謹慎精實ニ修業不レ仕而は不二相協一事ニ御座侯，
然處，近世，醫を以糊口ニ仕，種々口侫世上發行仕侯輩多く，自然と右之弊風一統ニ推
移，修業仕侯者も心掛侯所，肝要之主意を忘却仕侯樣相見へ，甚以嘆敷事ニ奉存侯，此
度，醫學館御取建被二仰付一侯は，誠ニ以
御仁惠之御事，萬々難レ有事ニ御座侯ヘハ， 一弊風相改，醫道之本意ニ相叶侯樣無二御
座一而ハ，不二相濟一事ニ御座侯，乍レ去，是等之儀ハ讀書修業迄而已にても調兼侯もの御
座侯ヘハ
御上之御威光を以，御褒貶，御引立被二仰付一，仮令，發行仕侯而も，弊風を專とし，心
得不レ宜輩ハ御叱りニても有レ之，發行ハ左程ニ無二御座一而も，究民を憐，誠心之治療仕
侯者ハ御褒被二仰付一侯樣御座侯ハヽ，自然と醫風興隆可レ仕哉と奉レ存侯
一御醫師中，新ニ御役被二召出一侯節ハ，醫学館ニおゐて御詮議被二仰付一，稽古出精，学
術相調侯者，御撰挙被二仰付一，業事同等ニ御座侯ハヽ，前段申上侯通，心懸誠実之　
者，御引上被二仰付一侯ハヽ，後進之者，勵ニも可二相成一哉と奉レ存侯
一御醫師中之儀ハ，平士と違ひ，人数少く，在役老幼相省き侯ヘハ，稽古仕面々都合相
究居侯事ニ而，孰れ陪臣其外出席仕侯樣無二御座一而ハ，醫学館繁昌仕間敷奉レ考侯処，　
是以，従来之弊風，世上奔走仕侯事を肝要ニ致侯ヘハ，如何とも難レ図御座侯ニ付，
醫学官出席，出精仕侯もの御取り上，御褒被二仰付一侯樣御座侯ハヽ，銘々相競出精仕　
侯樣可二相成一哉と奉レ存侯
　右御褒被二仰付一侯ニ付而ハ，御詮議振も可レ被二為在一侯得共，一々御雇被二召出一侯樣
ニも難レ被二仰付一筋も可レ有二御座一，何卒格別之
　御心入を以
　御目見被二差免一侯ハヽ，無二此上一難レ有事ニ可レ有二御座一，東都ニ而も諸藩中御目見醫
師之御振合も有レ之，猶他藩ニ而も地下町醫，世上發行之輩，御醫者格と申事御座侯
樣承傳侯，如何樣之御仕成ニ御座侯哉，委事ハ承知不レ仕侯得共
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　上ニ於而は格別之御費も無レ之樣ニ被二相考一，下ニ而は無二此上一規模面目ニ相成，難レ
有奉レ存侯事ニ可レ有レ之，何卒，是等之儀も御詮議被二仰付一，千金を以，馬骨を求　
侯例も御座侯ヘハ，御建立御當分之内一両人，業事相應之人柄御詮議之上，御引立御
褒被二仰付一侯ハヽ，一統競立侯樣可レ有レ之哉と奉レ存侯
右之廉々，乍レ恐下ニおゐて考レ之處，御内々申出置侯間，程克御詮議被二仰付一被レ下侯
樣奉レ願侯事
　「醫道」は「司命之重任」であり，「醫術」は「治世救民之一大要務」である。にもかかわ
らず，藩医のあいだにも「醫道之本意」にもとる「弊風」がはびこっている。洞庵が賀屋恭
安とともに建言し，萩藩医学校を創設したのは，こうした「弊風」をただし，「醫道之本意」
にたちかえらせるためである。
　貝原益軒は，医術についてつぎのように述べている６）。
萬民の生死をつかさとる術なれハ，醫を民の司命と云，きハめて大事の職分なり，他術
ハつたなしといへども，人の生命にハ害なし
　ほかの諸術のばあいには拙劣であるとしても，人命にはかかわることはないが，医術は人
命に直結する。太平の世には戦乱の不安もなく，いつくしみ深い親や親孝行の子どもの憂い
といえば，疾病だけである。医術は，「治世救民」の一大要務である。『童子問』には，つぎ
のようにしるされる７）。
　　 病 を 治 むるには 須 く 良 醫 を求むべし。 庸 醫 に 委 ぬべからず。 一 たび其の 治 を 誤 る
やまい おさ すべから りよう い よう い ゆだ ひと ち あやま
ときは， 則 ち百 の 良 醫 有りと雖 ども，其の後 を善 くすること能 わず。
すなわ ひやく りよう い いえ のち よ あた
　庸医，すなわち「技ノ 拙 キ醫者」（『新編大言海』）にかかれば，病人を不幸にするだけで
ツタナ
なく，ひとを不慈不孝におとしめる。医業にたずさわろうとするものは，慎みふかく，誠実
に修業しなければならない。にもかかわらず，生業として医業にたずさわり，修業にはげむ
こともなく，もてはやされる庸医がおおい。このころには，医者が「医道の本意を失い，猥
りに驕奢に誇り」，「病因を探り得てその病苦を救ふ」ための修業をおこたっているという世
評があった８）。
　こうした「弊風」が認識されていたのは，萩藩だけではない。高知藩では，天保１５（１８４４）
年１１月につぎのような触書がだされる９）。
近年，醫師風俗不レ宜輩モ有レ之候趣相聞如何之事ニ侯，元來重キ人命ヲ司ル職ニ侯ヘハ，
向後仁術ノ實意ニ基キ治療致侯儀肝要ニ侯條，依テ醫風糺方ヲモ被一仰付二候上ハ醫業一
切ノ儀ハ醫學館ノ可レ受一指図二事
　高知藩では，「重キ人命ヲ司ル職」にある医者の風俗をただすために，領内の医者を医学
館の監督のもとにおく。秋田藩医学館，熊本藩再春館でも，同様に医業統制にふみきる。
　好生館の新築にあたり，こうした弊風をあらため，「醫道之本意」にたちかえらなければ
─　　─24
森川：好生堂頭取役青木周弼
ならない。そのためには，好生館における「讀書修業」だけをあらためるだけでは不十分で
ある。「御上之御威光」により，賞罰を徹底し，弊風にそまる庸医をとりしまり，真心をこ
めて治療にあたる医者を褒賞するようにすれば，医風はあらたまる。
　坪井信道塾で周弼と同門であった緒方洪庵は，「扶氏医戒之略」１２ヵ条を門人にしめす。
洪庵は，ベルリン大学教授フーフェランド（Christoph Wilhelm Hufeland）が著した『医学必
携』（Enchiridion medicum oder Anleitung zur medicinischen Praxis）をオランダ人ハーヘマ
ン（H. H. Hageman）が蘭訳したもの（Handleiding tot de geneeskundige praktijk）を重訳
し，安政５（１８５８）年から文久元（１８６１）年にかけて『扶氏経験遺訓』として板行する。「扶氏医
戒之略」は，『医学必携』の巻末にしるされた医者にたいする戒めを要約したものである。
その第１条にはつぎのようにしるされる１０）。「醫道之本意」は，そこに集約されていると考え
られる。
醫の世に生活するは人の爲のみ，をのれがためにあらずといふことを其業の本旨とす。
安逸を思はず，名利を顧みず，唯おのれをすてゝ人を救はんことを希ふべし。人の生命
を保全し，人の疾病を復活し，人の患苦を寛解するの外他事あるものにあらず。
　萩藩医学校は，藩医のなかにもはびこる「弊風」をただし，「醫道之本意」にたちかえら
せることを課題として生まれる。洞庵は，「醫風興隆」の方策について具体的に献策する。
　第１に，「御醫師」，すなわち藩医を御添匙医などの役につけるさいには，医者としての資
質や技倆がそなわっているか否か，好生館において審査する必要がある。藩医は，武士と同
様に嫡子をとどけでれば，封禄を相続することができる。藩医の地位は，医師としての資質
や技倆ではなく，出自により世襲される。なんらかの資格審査を導入すれば，誠実篤学のも
のを抜擢することができるだけでなく，後進が研鑽するための励みになる。
　第２に，好生館における教育・学習をさかんにするためには，藩医だけではすくないため
に，陪臣医などにも出席を奨励しなければならない。武士にくらべれば，藩医の人数は少な
く，役付きのもの，老齢者のもの，幼年のものをのぞけば，出席修業するものは寥寥たるも
のである。陪臣医などをうけいれなければ，好生館が活況を呈することはない。好生館の授
業に出席し，精励したものを登用し，褒賞すれば，医生が切磋琢磨するようになる。
　第３に，洞庵は世襲制の枠をこえ，藩医を１，２名抜擢するよう提言する。江戸では，坪
井信道のような「御目見醫師」，すなわち町医や地下医のなかから藩医に抜擢されたものが
いる。他藩でも，たとえば佐賀藩の伊東玄朴のように，民間の医者のなかから藩医に抜擢さ
れるという事例もある。「千金をもって馬骨を購う」という故事もある。萩藩では，萩，山口，
三田尻の市街地が 町方 と呼ばれ，郡奉行の管轄地は 地 方 と呼ばれる。町方で開業する医者は
まちかた じ かた
町医であり，地方で医業にたずさわるものは地下医と呼ばれる。萩藩では，文政６（１８０９）年
１２月に斎藤方策を在坂御雇の一代藩医に登用したことがある。方策は，明和８（１７７１）年，佐
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波郡一本松の地下医斎藤玄昌の子に生まれ，三田尻在住の藩医能美由庵のもとで道三流の漢
方医学をまなぶ１１）。寛政元（１７８９）年に京都の小石元俊の門にはいり，さらに江戸におもむき，
大槻玄沢，宇田川玄真に師事する１２）。方策は，寛政１２（１８００）年ころ大坂にもどり，開業し，
のちに藍塾をひらく。「大阪随一の臨床医」の名声を得た方策は，文政６（１８２３）年１２月，由
庵の養 子友庵の推薦により萩藩の在坂御雇の一代藩医に登用される。
　「申上置侯事」は，核心にせまる。周防大島の地下医の出である周弼の処遇についてである。
周弼が藩医に登用され，「異賊防禦」の職務にたずさわり，すでに１０年の歳月がながれる。
周弼の藩医登用にさいしては， 地 江 戸 両仕組掛として天保改革を推進する村田清風，藩主御
じ え ど
側医の能美洞庵と坪井信道には，それぞれに思惑があった。暗黙のうちに相互の意見が一致
したのは，蘭学者である周弼にさしあたり「異賊防禦」の職務にたずさわらせ，ゆくゆくは
坪井信道門下の逸材である周弼に萩藩医学校の運営をゆだねようという点であろう。萩藩で
は，弘化４（１８４７）年２月に青木研蔵，東条英庵，松村太仲が西洋書翻訳御用掛に補任され，
「異賊防禦」の職務にたずさわっていた。洞庵は，すでに周弼をその専門としての職務と医
学教育にたずさわらせる時期がおとずれたと判断する。藩主 慶 親 の内諾を得たうえで，周弼
よし ちか
をみずからの補佐役である萩藩医学校の会頭役に抜擢したのはそのためである。およそ１年
後の嘉永３（１８５０）年６月，周弼は譜代藩医にとりたてられ，同時に手廻組にうつされる。そ
のころ，周弼は村田清風にあて挨拶状をしたため，「先生多年御懇ニ引立被下侯故と奉感銘侯」
としるす１３）。清風は，周弼の医師としての才幹をみとめ，つねに後ろ盾になっていたのであ
ろう。
　「申上置侯事」は，藩主慶親が天保８（１８３７）年４月に襲封して以来，御側医として近侍し
てきた洞庵が医学教育の将来像を慶親に披瀝し，賛同を得たものである。洞庵があらためて
周弼を補佐役に登用したのは，萩藩医学校に本格的に西洋医学を導入しようという意思をし
めしたもである。しかし，学科課程については言及されない。家業として連綿とつづけられ
てきた医者養成の機能は萩藩医学校という教育・研究機関にうつされなければならない。
Ⅱ．　牛痘接種
　弘化元（１８４４）年には４月から５月にかけて萩藩内諸郡で，翌２（１８４５）年６月にも萩城下で
も天然痘が流行し，多数の死者がでる。江戸中期に，清代までの中国医書を集大成した『 医 
い
 宗 金 鑑 』が長崎に舶載される。安永７（１７７８）年に，その種痘編だけを抜粋した『種痘心法』
そう きん かん
が板行される。同書には，人痘接種法が記載される。萩藩でも，化政期に人痘接種法による
種痘がおこなわれていたが，危険がともなうために定着しなかった。
　イギリスの開業医ジェンナー（Edward Jenner）が１７９８年に『牛痘の原因および作用に関す
る研究』（An inquiry into the causes and efects of the Variolae vaccinae, a disease discovered 
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in the Western Counties of England, particularly Gloucestershire, and known by the name of 
the Cow Pox）を発表し，天然痘予防のための牛痘接種法を公表する。日本ではじめて牛痘
接種法の情報を耳にしたのは，長崎通詞の馬場佐十郎である。佐十郎は，享和３（１８０３）年こ
ろ，オランダ商館長ドーフ（Hendrik Doef）からつぎのような話しを聞く１４）。
 ，入津ノ我和蘭船ヨリ持来レル我国ノ風説書ヲ見ルニ， 近来 ，牛痘ヲ取テ，人ニ 植 
ちかごろ うゆ
ルニ，其功人痘ニ勝ルコト抜群ナル由アリト，予思フニ，遠カラズシテ其法ヲ記シタル
書冊，舶来アルベシト
　幕府天文台の蛮書和解御用の任にあった佐十郎は，松前に幽閉されていたロシア海軍軍人
ゴロウニン（Василий Михайлович Головнин）からロシア語をまなんでいたが，文化１０（１８１３）
年，千島択捉島の会所番人であった中川五郎治が前年に抑留先のロシアからもちかえった「牛
痘ヲ人ニ植ユル法ヲ記シタル」「一小冊」を翻訳する１５）。ロシア語でしるされた種痘書の訳書
は，『遁花秘訣』と名づけられる。「遁花」とは，天花，すなわち天然痘から遁れる，という
意味である。『遁花秘訣』は，ジェンナーの牛痘接種法を日本に紹介した最初のものである。
　牛痘接種法の解説書は，すでに長崎に舶載されていたであろう。萩藩でも，弘化期に痘瘡
が流行すると，天然痘の予防法に関心をもち，蘭書の翻訳にたずさわるものもあらわれはじ
める。牛痘接種法を実施するためには，技術的な解説書が欠かせない。しかし，なによりも
痘苗を入手しなければならない。
　周弼は，長崎遊学中の門人阿部魯庵からの嘉永２（１８４９）年７月２０に日付の書簡をうけと 
る１６）。
當秋，蘭舩牛痘持渡，種痘仕侯處，幸傳染仕，此節ハ崎陽小兒四五十人も致し居侯，尤，
阿部伊勢守樣より之命之由にて，痘種不レ絶樣被二仰付一侯由ニ付，當奉行所よりも市中
一統御沙汰相成，未ダ痘瘡不レ仕兒ハ尽ク姓名書出ニ相成申侯，追々，江戸よりも醫師
下りニ相成侯趣ニ御座候
當時ハ此地種痘ノミノ騒ぎ御座侯，年来之渇望，漸時来り，生民之大幸ニ御座侯，大谷
良一，佐賀侯之命ニ而下り居申侯，佐賀より小兒連越，種付帰侯，君公若君ニ種付被二
仰付一侯由，佐賀ニ而始リ侯ヘハ，九州ハ直ニ広リ可申侯，此 之種方，始ハ舶来之牛
痘種試ニ小兒両三輩ニ種侯処，漸壱人壱粒相発，其壱粒を以四人ニ種侯処，四人尽ク発
シ，四人より十三人，夫より逐々增し，明日又々四十人餘リ種侯，皆是迄尽ク発シ，種
侯而四日目ニ発し，八日目ニ膿汁ヲ取，直ニ他ノ小兒ニ移種，大抵二粒宛種へ，二粒宛
発し，微熱有レ之者もあり，無レ之者も御座侯，皆々遊侯而相済申侯
　事実関係をおぎなえば，書簡の内容は以下のとおりである。佐賀藩では，弘化３（１８４６）年
に天然痘が大流行する。佐賀藩医の牧春堂は，同年，『引痘新法全書』を板行する１７）。清国の
 邱  浩川 がマカオにおいて牛痘接種法を伝授され，実際に牛痘接種に成功した経験をもとにし，
きゆう こうせん
頃
このごろ
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道元１１（１８３１）年に『引痘略』を上梓する。それは，ジェンナーの『牛痘の原因および作用に
関する研究』を中国語に要訳したものである。『引痘新法全書』は，邱浩川の『引痘略』を
復刻したものである。翌弘化４（１８４７）年には，和歌山藩の 小 山 肆 成 も同書を復刻板行する。
こ やま し せい
　佐賀藩主鍋島直正（閑叟）は，江戸在府の佐賀藩医伊東玄朴の進言により，長崎在住の藩
医楢林宗建に牛痘苗をとりよせるよう命じる。嘉永元（１８４８）年６月，モーニケが牛痘苗をた
ずさえ，オランダ商館医としてオランダ領東インドの首都バタビアから長崎に来航する。そ
れは，宗建がオランダ商館長レフィスゾーン（Joseph Henry Levyssohn）に要請していたも
のである。この牛痘苗による牛痘接種は失敗におわる。翌嘉永２（１８４９）年６月，あらたにバ
タビアから牛痘痂がとどけられ，モーニケは出島のオランダ商館で宗建や通詞の子どもに牛
痘接種をこころみる。６月下旬であったといわれる１８）。そのうちのひとりに一粒の赤い丘疹
が生じる。丘疹はやがて水疱にかわり，中央がくぼむ。接種後８日目ごろには水疱が黄色に
混濁し，膿疱になる。膿漿を４人の小児に植え付けたところ，４人ともに善感する。宗建か
らの知らせをうけた藩主直正の命により，「大谷良一」，すなわち藩医の大石良英が長崎に派
遣され，実情を復命する。宗建は，直正の命をうけ，８月６日に牛痘接種をうけた小児をと
もない佐賀城下に到着する。８月８日，良英宅において，良英，島田南嶺，牧春堂といった
藩医の子どもたちに牛痘接種がほどこされる。８月２２日には，世子淳一郎，のちの 直 大 にも
なお ひろ
牛痘が接種される１９）。佐賀藩では，こうした痘苗により藩全域に牛痘接種が実施される。楢
林宗建がモーニケから伝授された牛痘接種法２４項目と経験８例を詳述する『牛痘小考』をあ
らわし，板行したのは嘉永２（１８４９）年１０月である。
　長崎では，老中阿部正弘の通達により，長崎奉行所の主管のもとで「市中一統」の小児を
対象として牛痘接種が継続されることになる。実際，モーニケの要請により７月２４日に江戸
町のオランダ通詞会所に種痘所が開設される。出島の表門から橋をわたれば，すぐ江戸町で
ある。江戸からも幕府医官もかけつけ，諸藩から駆けつけた医者とともに種痘所において牛
痘接種法の講習をうける。
　「牛痘」については周知の事柄であったのであろう，書簡では，あらためて説明されない。
周弼と魯庵のあいだでは，しばしば牛痘接種法が話題になっていたことがうかがわれる。あ
るいは，周弼は，嘉永元（１８４８）年に長崎に牛痘苗がとどけられたことを聞知し，失敗したた
めに，ふたたび牛痘苗がとどけられると予測していたのかもしれない。
　周弼は，ただちに萩藩内でも牛痘接種を実施するよう洞庵に上申する。萩藩では，萩藩医
学校の教諭役の洞庵が手元役に上申し，手元役が藩主慶親に裁可をあおぐという流れで政策
が決定する。手元役は，当役，すなわち江戸留守居家老と当職，すなわち国元留守居家老の
もとで関係事務を処理し，諸政策の立案にたずさわる。ただし，御側医の筆頭でもある洞庵
は日常的に藩主に接する機会がおおく，事前に藩主から内諾をえていたとおもわれる。上申
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は聴許され，周弼の弟研蔵が８月中旬に長崎へ派遣される。研蔵がえらばれたのは，研蔵が，
佐賀藩において牛痘接種の中心的な役割をになう藩医の大石良英と伊東玄朴の象先堂の同門
の間柄であったためである。良英は，文化１２（１８１５）年ころにオランダ通詞本木昌造の次男に
生まれたといわれる２０）が，昌造はシーボルト（Philipp Franz von Siebold）が鳴滝塾をひら
いた文政７（１８２４）年の生まれであり，あきらかなあやまりである。佐賀支藩の白石鍋島家の
侍医である大石家の養子にむかえられ，のちに江戸におもむき，伊東玄朴の象先堂に入門す
る。
　研蔵が佐賀城下にたどりついたときには，良英は，日夜，牛痘接種にかかりきりになって
いた。研蔵は，８月２４日朝，ようやく良英に面会する。研蔵は，兄周弼につぎのように報告
する２１）。
（前欠）一件直樣，大石良英江罷越聞合侯処，此節種痘最中，良英も昼夜無二間隙一侯由，
漸廿四日朝面会，種取之儀，
及二相談一侯処，長崎奉行所より沙汰無レ之内ニ，内密にて楢林宗建小児へ種付，連帰り
し御事ニ御座侯故，他国へ伝播仕侯而ハ如何敷侯間，彼人相談之上ニて早速物筋聞合相
成侯趣，彼是と隙取侯，今朝漸種渡しノ御許容相成，今晩，大石浬痘痂相渡侯様ニ相成
申侯，此一件，良英不二一形一致二心配一呉侯故，如此相運侯事ニ御座侯，則此度痂二三片
大石浬送方相成侯間，御試験可レ被レ下侯，種法ハ天然痘同様，良英浬くはしく可二申上一
侯，膿汁差上度侯へ共，種痘致居侯小児，来月朔日，膿汁取侯時節ニ相当リ申侯，先此
ノ度ハ，痘痂計手ニ入申侯，私事も今八ツ半時，此元発足昼夜通しにて長崎へ参り，一日
滞留，来月朔日ニハ此元へ帰リ，種法等相授リ可レ申侯，長崎ニも此節多人数引痘致居侯，
鍋島浬江府表江御掛合相成，御免迄ハ，牛痘種猥ニ取侯事，不二相成一侯，江府浬稟准之
上，牛痘種法も御授ケ相成侯と申噂ニ御座侯，此趣故長崎にてハ結句種痘難レ得奉レ存侯，
彼地にても是非得度とは奉レ存侯，先此元ニ而相調幸甚ノ至御座侯，来月朔日，此元ニ而，
膿汁及痂手ニ入リ次第，昼夜通し□帰国，来月六七日頃ニハ到着可レ仕侯，此度，近在浬
引痘ノ為メ連越侯小児四人，良英方江滞留，今日，第十一日と申す事，痘色形状等天然
痘同様ニ御座侯，大抵腕へ五ヶ所ツヽ植付居侯   此通リニ御座侯，モスト書名其外
著述書之通植付侯処□□相発し申侯，佐加表，牛痘一件，御沙汰書，別紙ニ相写差上申
侯，此度之内命ハ甚以重任ニて案外ノ処，先々都合よろしく大安心仕居侯，当表若殿樣
江も，一昨日，御植付被二仰付一侯由也
　この書簡からは，つぎのような事実を読みとることができる。第１は，研蔵，すなわち萩
藩への牛痘苗の譲渡が許可されたという事実である。研蔵は，良英に面会し，牛痘苗の譲渡
を要請する。楢林宗建は，長崎奉行所の許可を得ないまま出島で小児に牛痘接種し，佐賀城
下につれかえる。良英は，無断で入手した牛痘種を他藩に譲渡し，それが露顕したばあいの
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事態を危惧する。鍋島家が幕府に折衝し，許可がでるまでは，牛痘種をみだりに譲渡するこ
とはできないと謝絶する。良英は，研蔵の執拗な請願に屈し，当該部署に問いあわせる。翌
８月２５日の朝には牛痘種の譲渡が許可される。良英は，その晩には痘痂２，３片とくわしい
説明書を萩の周弼のもとに送り，牛痘を接種した小児から膿汁をとることができる９月１日
に膿汁を手交することを約束する。ただし，約束が実現したか否かあきらかではない。
　第２に，研蔵は良英宅で牛痘接種の施術を観察する。研蔵が良英宅をおとずれたさいには，
牛痘接種後１１日目をむかえた小児４人が滞在していた。研蔵によれば，接種箇所の色合い，
形状などが「天然痘」と同様であるだけでなく，植えつけ方法も「天然痘」と同様であると
いう。研蔵には，牛痘接種法は天然痘の予防のための有効な方法であるという認識はなかっ
たであろうか。良英は，牛痘接種の技術的な解説書にも言及する。良英は，「モスト」，その
他の蘭書を参考に，上腕に５ヶ所ずつ植えつけたところ，丘疹が生じたという。「モスト」
とは，ドイツ人医学者モスト（Georg Friedrich Most）が１８３４年に出版した『内科学・外科
学臨床総覧』（Encyklopädie des gesammten medizinischen und chirurgischen Praxis）であ
る。同書は，オランダ語に翻訳され，『実地内科，外科及び産科の百科辞典』（Encyclopedisch 
woordenboek der practische genees-, heel- en verloskunde）という書名で１８３５年から１８３９年
にかけて出版される２２）。長崎に舶載された蘭訳書の銃創篇が大槻俊斎によって訳述され，嘉
永７（１８５４）年に『銃創瑣言』と題し，板行されるが，蘭訳書は全訳されないまま『医事韻府』
と呼ばれる。
　この書簡には，８月２４日朝に良英に面会したのちの研蔵の行動予定がしるされる。研蔵は，
翌８月２５日の「八ツ半」，すなわち午後３時に佐賀城下をあとにし，長崎におもむく。９月
１日には佐賀城下にもどり，膿汁と痘痂を入手し次第，帰萩の途につき，９月６，７日には
帰着するというものである。佐賀城下から萩城下までの旅程は，昼夜を徹すれば，６，７日
ほどである。つぎの書簡は，周弼が江戸の萩藩政府にあてたものである２３）。
牛痘種之儀ニ付，養子研蔵長崎江被二差越一，過ル廿一日帰着，肥前佐賀表ニおゐて，御
醫師大石良英相対所望仕侯趣承侯処，牛痘種ハ官物之儀ニ付，自己之了簡ニも難レ及，
内々御役向申入侯処，御間柄之儀ニ付，十分御渡方被レ致侯様差図有レ之，取計相成侯次
第ニ御座侯，右ハ肥前守樣御内聞ニも及侯半之樣ニも相聞へ申侯，万一御挨拶被二仰付一
侯儀も可レ有御座哉と奉レ存侯付，右之趣申出侯間，宜御詮議　被二仰付一侯樣奉レ存侯事
　この書簡によれば，長崎におもむいた研蔵は９月２１日に萩に帰着する。佐賀城下を旅だっ
たのは９月１５日ころになる。このタイムラグから推測されるのは，研蔵がなんらかの事情に
より，佐賀城下を出立するのを９月１５日に延引したか，萩に帰着したのちに，なんらかの事
情により，ふたたび佐賀城下へおもむいたか，いずれかである。前者は，研蔵が痘痂や膿汁
を約束どおりに入手できなかったばあいである。後者は，良英から送付された痘痂と研蔵が
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持ち帰った膿汁による接種が失敗したばあいである。書簡の趣旨は，牛痘種譲渡の件につい
ては，佐賀藩主鍋島直大も内聞のことであり，藩として佐賀藩の格別の好意にたいし謝意を
つたえる必要があるという点にある。
　萩藩医学校では，萩城下での種痘の実施のための準備がすすめられるが，８月２５日付の研
蔵の書簡により，具体的な実施要領が策定される。９月９日，藩主慶親は，つぎのように内
命をくだし２４），９月１１日に出府の途につく。
一牛痘一件，差掛り御用有レ之節，御留守中之儀は，御当職所申出侯様被二仰付一侯事
一引種取計之儀は，青木周弼父子，赤川玄悦，久坂玄機江被二仰付一，能美洞庵江申合侯
様被二仰付一侯事
一引痘場所之儀は，医学所被二仰付一侯事
　藩主敬親が江戸桜田藩邸にたどりつくまでには，１ヶ月ほどかかる。種痘実施にさいしては，
萩の留守政府の当職に全権をゆだねざるをえない。研蔵はすでに周弼の養子として届け出ら
れていたのであろう，牛痘種の植えつけは，「青木周弼父子」，すなわち周弼，研蔵と，赤川
玄悦，久坂玄機が担当し，洞庵の監督のもとで実施される。種痘所は，萩藩医学校，すなわ
ち明倫館敷地内の好生館におく。
　しかし，実際には牛痘種痘は，研蔵が９月２１日に萩に帰着したのちに実施される。研蔵の
帰還を待ちうけていた周弼は，同じく引痘方を命じられた赤川玄悦，久坂玄機などとともに，
研蔵が小児に痘苗を植えつける施術にたちあう。
　久坂玄機は，文化３（１８０６）年， 良 迪 の長男として萩城下 平 安 古 の家に生まれる２５）。弘化３
りよう てき ひ や こ
（１８４６）年８月，３年間の医学修業がゆるされ，京都にのぼる。翌４（１８４７）年６月には，緒方
洪庵の適塾に入門し，すでにオランダ語を習得していたのであろう，嘉永元（１８４８）年３月に
は塾頭にあげられる。玄機は，宇田川玄真と坪井信道から周弼，洪庵などにつたえらえた宇
田川・坪井の学統を継承する。玄機については，適塾在塾中，郷里佐賀からの帰途，立ち寄っ
た伊東玄朴が玄機を象先堂の塾頭にむかえようとしたこと，玄機が藩命により「西洋砲術『ベ
ロトン』」の飜訳に着手し，弘化３（１８４６）年１１月に一部訳稿がなり，『演砲法律』と名づけた
ことが知られる２６）。『修訂防長回天史』第一編は，つぎのようにしるす２７）。
此年久坂玄機官遊して大阪に在り命を受けて蘭書ヘロトン銃陣書六冊中の二冊を譯す命
じて演砲法律と曰ふ
　玄機の弟である玄瑞は，安政６（１８５９）年７月から「亡兄所レ著諸書」，すなわち「治痘局方
及其他係牛痘諸譯書」，「亡兄曾譯」した「新撰海上大砲書及銃隊指揮令」などを閲読する２８）。
「白鹿屯學校」も，そのひとつである。毎日のように，「文典」，すなわち『和蘭文典』前・
後編を習読しながら，やがて「白鹿屯學校原書」を繙読する２９）。『洋学史事典』（雄松堂出版，
昭和５９年）の「白鹿屯学校図式」の項によれば，『白鹿屯学校図式』は『オランダ王立歩兵
─　　─31
広島修大論集　第 ５３ 巻　第１号
小隊訓練所』（De peloton-school, voor de Koninklijke Nederlandsche infanterie）から「図を抜
粋し，図解を附したもの」である。玄機が藩命により訳述した「蘭書ヘロトン」とは，『オ
ランダ王立歩兵小隊訓練所』であり，玄瑞が繙読していた「 白鹿屯 学校」にほかならない。
ペ ロ ト ン
「毛利藩蘭学資料目録」 ３０）は，「毛利藩に関係ある蘭書」のリストであるが，そのなかには
“Exercitien en manoeuvres der infanterie, tweede Gedeelte, -Pelotenschool”の写本があげられ
る。
　玄機の蘭学者としての名声はたかまるが，嘉永２（１８４９）年正月，藩命により帰藩し，嫡子
雇により萩藩医学校の都講役に任じられる。周弼は享和３（１８０３）年生まれの４６歳，玄悦は文
化５（１８０８）年生まれの４１歳，玄機は文化３（１８０６）年生まれの４３歳である。
　かれらは，経過を注意深く観察し，「唐西洋書籍中ニ相述侯通，初発より収功迄，形色順
序等少しも相違無」ことを確認する３１）。天然痘の膿を接種した種痘部位に鮮明な痘疱が形成
されれば，善感し，免疫が得られた証である。「唐」の書籍とは，『引痘論』のことであろう。
『医宗金鑑』から種痘編を抜粋し，板行された『種痘心法』は，人痘接種法について論じた
ものである。かれらが参看した「西洋書籍」とは，ドイツ人医学者モストの『内科学・外科
学臨床総覧』の蘭訳版である『実地内科，外科及び産科の百科辞典』，ドイツ人医学者フー
フェランド（Chrstoph Wilhelm Hufeland）の『内科ハンドブック──内科臨床の手引き』
（Enchiridion medicum, oder Anleitung zur Medicinischen Praxis）などであろう。緒方洪庵
は，安政５（１８５８）年にコレラが大流行したさい，『 虎 狼痢 治準』をあらわす。そのさい，『医
コ ロ リ
事韻府』を参看する３２）。洪庵は，『 模 斯 篤 牛痘説』を訳述するが，それも『医事韻府』の一部
モ ス ト
を訳述したものであるといわれる３３）。
　『内科ハンドブック』原著は，１８３６年にプロイセンで刊行されるが，オランダ人内科医ハー
ヘマン（Herman Hendrik Hageman Jr.）によりオランダ語版に編集され（Enchiridion medi-
cum, Handleiding tot de Geneeskunde Praktlijk），１８３８年に刊行される３４）。洪庵は義弟の郁蔵
とともに『内科ハンドブック』を訳述し，安政５（１８５８）年から文久元（１８６１）年にかけて『扶
氏経験遺訓』と題し，板行する。杉田成卿は，フーフェランドの蘭訳書を重訳し，嘉永２
（１８４９）年に『治痘眞訣』と題し，版行する。
　多くのばあい，肉親や家族が被験者になるが，周弼の２児，すなわち次女照子と長男敏之
介が被接種者になったといわれる３５）。いずれも善感したために，周弼は玄悦，玄機と連署し，
「内演説」と題する１０か条からなる種痘実施要領を萩藩の留守政府に提出する３６）。
此度，牛痘種，御取寄被二仰付一候ニ付，於二御當地一追々植付相試申候所，唐西洋書籍中
ニ相述候通，初發浬収功 形色順序等少しも相違無二御座一候，此趣ニ候ヘハ，最早種苗
陸續植付相成可レ申哉と奉レ存候，右ニ付，左之通申出候間宜御沙汰可レ被レ下候
一牛痘之儀ハ，至而軽安別条無之者ニ而，厚き御主意筋之所，萩内行届候様，御内触 
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被レ差出可レ被レ下レ候，願出度有レ之候ハヾ，私共三人迄申出候様被二仰付一可レ被レ下候
事
一引種之儀，於二端々一，私ニ引種致候者有レ之候哉ニ相聞候，是以仁術之一端御座候ヘハ，
差留候儀ハ無レ之候ヘ共，壱人沙汰と直段相定メ，餘分之謝儀を受け候趣ニも御座候
哉と承及レ申，第一御主意筋ニも不二相叶一，終ニ醫道之本意を失候様ニ相成，歎ケ敷
事奉レ存候，於二醫學館一經驗之上，在々之儀も，追而いか様共，被二仰付一可レ被レ下度，
先其内ハ妄リ之儀無レ之様，向々御沙汰可レ被レ下候事
一醫學館，御貸渡之儀， 而御沙汰御座候ニ付，来月二日より御仕向被二仰付一可レ被レ下
候事
一引痘之儀ハ，多クハ小兒を相手致候事故，其場ニ臨ミ，涕泣致し，手術相施候事相成
 可レ申候，其間，爲二安撫一菓子類，被二差出一可レ被レ下候，左候ヘハ，其煩無レ之様相
成可レ申哉と奉レ存候事
一引痘之儀ハ多人数ニ相成候而ハ，手数も掛り，私共三人ニ而ハ行届不レ申，其上，醫　
學館根之御用事も有レ之候儀ニ付，先達而申出候通，增人数被二仰付可一被レ下候事
一痘瘡中，食禁等壱人ツヽ江申聞候様ニモ相成不レ申，別紙之通，上木被二仰付一可レ被レ　
下候事
一引痘日ハ四日振と相定，出勤被二仰付一可レ被レ下候事
一引痘日，諸用之儀有レ之候間，早朝より小遣両人被二差出一可レ被レ下候事
一紙類入用之儀も御座候間，申出候ハヽ，被二差出一可レ被レ下候事
一引痘之儀ハ，種苗連綿不レ絶様相成候儀肝要之事ニ御座候ヘハ，一同ニ多人数と申事　
ハ難二相成一候，引痘日，一日何人と相定め，切符を以取計，被二仰付一可レ被レ下候事
　痘苗は劣化しやすい。種痘を継続的に実施しなければ，痘苗はたえてしまう。種痘の試行
にかかわった藩医たちは，１０か条からなる種痘実施要領を提示し，裁可をもとめる。第１に，
すべての萩城下の人びとが牛痘接種をうけられるように，３人の引痘方に申し出るよう内触
をだす。第２に，藩内でも私的に種痘をおこない，謝礼をもとめるものがいるが，それは「醫
道之本意」にもとる行為であり，藩として禁止する。第３に，１０月２日より好生館において
牛痘接種を実施する。第４に，牛痘接種の対象になる小児が接種中に涕泣し，中断する可能
性があるために，菓子などを用意する。第５に，３人の引痘方にも好生館における日常的な
勤務があるために，牛痘接種にたずさわる人員を増員する。第６に，接種後，摂食などの制
限があるが，それを周知徹底するためにパンフレットを作成する。第７に，牛痘接種は４日
に１回実施する。第８に，牛痘接種日には，早朝から雑用にたずさわる小遣いをふたり勤務
させる。第９に，必要な紙類を用意する。第１０に，牛痘接種は種苗をたやさないように連綿
とつづけなければならないが，牛痘接種日に多人数に接種することは困難であるために，切
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符制を採用する。
　引痘方の要望にたいしては，「申出之通沙汰可レ被二仰付一侯」，「申出之通可レ致其沙汰侯」
といった回答がよせられる。１０月５日には，引痘方の３人が「引痘掛」に，あらたに赤川玄
成，竹田庸伯，烏田良岱，松村太仲などの７人が「臨時引痘掛」に任命され，１０月９日から
種痘接種を実施する。竹田庸伯は，文化８（１８１１）年，萩藩医松島正悦の次男に生まれ，天保
６（１８３５）年，萩藩医の竹田本家から分知をうけ，一家をたてる３７）。天保８（１８３７）年１１月に大
坂の高良斎のもとで修業する。良斎は，文政７（１８２４）年に鳴滝塾がひらかれたときシーボル
ト門下にはいり，文政１１（１８２８）年にシーボルト事件がおこるまで門生として研鑽する。「吉
雄塾にて數年の間和蘭語及びその醫方をも研究したることとて，同窓生に比して造詣の優る
所ありし」ために，鳴滝塾の都講にもあげられた蘭学者である３８）。高良斎のもとでオランダ
語を習得した庸伯は，天保１５（１８４４）年に萩藩医学校の翻訳掛周弼の補佐を命じられる。烏田
良岱は，文化元（１８０４）年，萩藩一門家老毛利蔵主の家臣山根意休の四男に生まれ，天保年間
に萩藩医家の名門である烏田家の養子にむかえられる３９）。はやくから西洋医学をこころざし，
佐藤泰然，高野長英に師事したといわれる。萩藩医学校の開設時には医学掛に任じられ，「外
科必読」の会読を担当する。
　引痘掛は，「後來も引痘相免れ候段，自然無レ疑事」と医学所における牛痘接種に自信をふ
かめる。種痘の実施は「生民　御救之一御大美事」であり，「醫家之本意ニも相叶申候事」
である。引痘掛は，「此上ハ何卒御国中一統御廣メ被二仰付一度奉願候」と萩城下だけでなく，
藩内全域で種痘を実施するよう藩政府に上申する４０）。
　引痘掛は，藩内全域での種痘の実施は「大造之御事」であり，ただちに裁可されるとは考
えていなかった。ところが，阿武郡須佐村や萩近郊に「惡痘」が流行しはじめる。引痘掛と
しては「救幼之役，乍レ承
リ
二佗人之危急
ヲ
一，傍観罷
リ過シ候儀，難キレ忍
ビ次第」である。「いか
にも早く未然を防き候事，引痘之本意ニ御座候」として，藩内全域での種痘の実施について
「格別之御詮議」を願いでる４１）。伺はただちに裁可され，藩の全域に種痘が実施されることに
なる。
　地方執政手元役児玉三左衛門と唐船方三宅忠左衛門は，引痘掛の上申にもとづき，１０月２４
日付で江戸方執政手元役仁保弥右衛門につぎのように提案する４２）。
（前略）牛痘引種之儀，肥前紀州等ニ而は，著述之書籍開板相成侯由ニ付，於一此御方二
も西洋書翻訳被二仰付一，一書上木被二仰付一侯ハゝ，諸人之益ニも可二相成一歟，於二其元一
は官刻も出来可レ仕侯付，手後れニ不二相成一樣，開板被二仰付一侯而はいかゝ可レ有御座哉，
玄機研蔵太仲抔ハもはや内々ニハ牛痘書翻訳仕置侯樣ニも相聞申侯（後略）
　全藩規模で種痘を実施するとすれば，藩医だけでは対応できない。諸藩のなかには，牛痘
接種実施マニュアルを作成し，板行する藩もある。幕府も開板する。書簡の趣旨は，萩藩と
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しても，後塵を拝することがないように「西洋書」を飜訳・板行してはいかがか，というも
のである。このころには，久坂玄機だけでなく，松村太仲や青木研蔵も「牛痘書」を翻訳し
ていた。
　萩藩留守政府は，嘉永３（１８５０）年正月１３日付で各宰判の代官に具体的な実施要領を通達す
る４３）。
此度，於レ萩，牛痘引種被二仰付一候付，諸郡在ヽ迄行届候樣可レ被二仰付一との御事ニ付，
左之通被二仰付一候事
一一宰判中陪臣地下醫之内，巧者之者両三人宛，掛り被二仰付一候条，萩表罷出，於二醫
学館一傳授之上，種苗之儀は在方より小兒連出被二仰付一，引種感し候儀相極候上，連帰，
其種を以種付被二仰付一候事
　但醫師之儀は御代官所且給主浬付出，人柄撰挙之上，掛リニ被二仰付一候条，右懸リ之
外，引種取扱之儀，堅被二差留一候事
　付リ才判ニより懸り醫師之儀，増人数をも可レ被二仰付一候事
一諸才判給領共ニ引種之儀，切符詰ニ被二仰付一候条，醫学館浬切符惣高ニ而，御代官所
江受取，掛り之醫師江相渡，戻入り切符之儀も，御代官所江取纏，醫学館江追而差返
候樣被二仰付一候事
但切符相渡候名前付記，引種姓名年齢種點之数及ひ不　感再種其外異症出来候ハヽ，
委細付記，一ケ月切御代　官所江面着差出，夫浬醫学館江差出候樣被二仰付一候事
一引種相頼ミ候向々浬醫師江之謝礼其外，會釈ケ間敷儀，堅被二差留一候事
　この実施要領は，引痘掛の原案にもとづき，萩城下だけでなく，藩の全域を対象とし，し
かもあらゆる身分のもののあいだに種痘を実施するために作成されたものである。第１に，
藩の全域に種痘が行き渡るためには，民間医を動員しなければならない。各宰判や給地から
地下医や陪臣の医者のなかから熟達したものを２，３名づつ選抜し，いわゆる種痘医として
萩の好生館において伝習をうけさせる。医者を選抜するのは，萩藩領のばあいには代官，福
原家などの知行地のばあいには領主である。当時，三田尻の蘭方医梅田幽斎などのように，
民間で種痘をおこなうものがいたが，種痘医以外のものには「引種取扱之儀」は厳禁とされ
る。
　第２に，伝習にさいしては，種痘医は小児を随伴しなければならない。その子に種痘をほ
どこし，善感したことを確認したうえで，連れ帰り，他の小児に種付けしなければならない。
当時，種痘は人から人へ種継ぎするほかに確実な方法はなかった。
　第３に，種痘が藩内にもれなく浸透するために，「切符」制度を採用する。好生館が発行
する切符が代官所を介し，種痘医に下付される。種痘医は，切符に種痘をうけたものの姓名，
年齢，「種点之数」，「不感再種」を記し，「異症」が生じたばあいには委細を付記しなければ
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ならない。切符は代官所から好生館にもどされ，種痘の実施状況が把握される。種痘医への
謝礼などは厳禁である。
　代官や領主は，ただちに医者の選抜をはじめ，嘉永３（１８５０）年２月以降，種痘医として当
職所に登録する。種痘は萩藩内の各宰判において実施される。萩藩の支藩である長府藩領宇
賀村の地下医古谷道庵は，日記の嘉永３（１８５０）年３月２０日の条につぎのようにしるす４４）。
山崎玄材種痘事曰ク萩府公令ス，防長二国小児種痘故各村医人皆府中至リ青木周助受術
ヲ受シテ後之施ス（中略）種痘果何益之有是皆周助出ス蘭説怪ベシ
　道庵は地下医とはいえ，江戸の坪井信道に師事した経歴もあり，周弼と同門である。道庵
のように，牛痘接種に疑念をいだくものも少なくなかったであろう。しかし，種痘は，万延
元（１８６０）年末までの１１年間に２０万人あまりに実施され，人口は漸増する４５）。
Ⅲ．　医学所規則
　牛痘接種が全藩規模に拡大され，藩民は「非命之災」からのがれることができるようにな
る。その中心的な役割をになった周弼は，すでに萩藩医学校の運営にかかわっていた。牛痘
接種が拡大されるなかで，好生館が竣工する。
　嘉永３（１８５０）年８月１１日，藩主慶親が橋本川をさかのぼり，好生館の開館式に来臨する。
同月１３日，藩主慶親の命により，家老毛利能登，すなわち一門厚狭毛利家当主の元美が好生
館にでむき，列座する藩医に新館造築の意図を述べ，あたらしい好生館への要望をつたえ 
る４６）。
今般厚き
思召を以，南苑御囲内江醫学所新規ニ御造建被二仰付一，好生館と唱被二仰付一侯，於一
御主意二ハ御醫師中業筋成立，醫風令二興隆一侯樣ニとの御事侯，醫術は済世救民之要務
侯処，近来一統弊風に押移り，醫道之本意を失ひ，学術未熟之者も猥に令二執匕一，動す
れハ軽病も異病と相成侯，甚以不レ謂事侯，因レ茲，学術為二研究會業一修行被二仰付一侯条，
御醫師中在役非役とも怠らす罷出，可レ有二出精一侯，尤老少之無二差別一事ハ勿論侯，醫
道之盛衰ハ士民之人命に相拘事ニ付，深く被レ遊二御煩念一，萬民御生育之ため被二思召一，
誠以難レ有御事侯条，此旨能々相心得，終身無二怠惰一，令レ修行二醫道一成立
御主意筋に相協侯樣心懸肝要之事侯，若不心得之者ハ被レ及一御沙汰二儀も可レ有レ之候，
此段申聞侯樣ニとの御事
　萩八丁南苑に医学校を新築し，好生館と名づけたのは，藩医のあいだに医業を「成立」さ
せ，「醫風」を「興隆」させるためである。「好生」は，『書経』 大 禹 謨 の「好レ生之徳洽二于
だい う ぼ
民心一，茲用不レ犯二于有司一」，すなわち「生命をいつくしむ徳は人心に広くしみこみ，そこ
で官吏に逆らうことはない」という一節４７）にちなむ。賀屋恭安は，天保１３（１８４２）年１０月に長
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逝するが，萩藩医学校の開設にさいし，米沢藩の好生堂，佐賀藩の好生館などについても調
査していた。恭安の調査は，校名にも反映されたのであろう。
　「醫術」は，「済世救民之要務」，すなわち「世を 済 」い（『荘子』庚桑楚篇），藩領民を救
すく
うために欠かせないが，近来，医業は弊風におちいり，本意をうしなっている。医術に未熟
なものが診療にたずさわり，病を悪化させるような事態もみられる。そこで，藩主慶親はす
べての藩医に医書会読に参加し，医術の研究・修業にはげむよう命じる。それは，「醫道之
盛衰」は藩士をふくめた藩民の生命にかかわるからである。山口県文書館には，萩藩の草創
期の医療行政に関する文書「医業成立沙汰控」が所蔵される。「成立」という語句には，藩
医学校を臨床という点で有効な医学の研究・学習の場に再編成し，いわゆる専門職としての
臨床医を輩出させる，という意味合いがある。
　医書の会読は，天保１１（１８４０）年にはじまっていたが，仮住まいがつづき，当初の計画どお
り，萩藩医学校が専用の，しかも新築の校舎をもつのははじめてである。洞庵は，藩主慶親
の意向にそい，要望にこたえなければならない。
　嘉永３（１８５０）年８月の好生館の始業式にさきだち，慶親は洞庵に「醫學修業規則」を起草
させ，公布させる４８）。「醫學修業規則」とは，萩藩医学校でははじめての規則書ともいうべき
「覺」と「醫學諸流稽古之式」のことである。「覺」はつぎのとおりである４９）。
一醫道ハ司命済世ノ重職ニ侯得ハ，公平正大ノ心掛を以國家
　御仁政之
　御主意を失ハす，御好生之一端を補助いたし侯儀，可レ爲二肝要一侯事
一学術之儀ハ実学実験を旨とし，空論鑿説ニ拘泥すへからす侯事
一藥制處方之儀ハ古人之方論ニ本つき可レ申，自己之臆断を以，軽く人命ニ試ミ申間敷
侯事
一匕之妄投一味之 置も生死ニ係リ侯事ニ侯得ハ，謹愼精密之心掛肝要侯事
一課業之式ハ科目之通順次可レ被二相学一侯，專らに一家を主張し，虚傲偏執有レ之間敷侯
事
一讀書之儀ハ博采通讀を旨とし，古今を不レ論，和方洋書とも悉皆可レ致二讀誦一侯，方法
ハ純粋簡要ニして，日用事実的切之處ニ着眼注意肝要侯事
一十七八歳 ハ專一ニ儒学研究いたすへく侯，彝倫ニ明にして，義理に通暁するハ，醫
を学ふの基礎なり，尤詞藻に耽り，本職を忘却不レ致侯樣可レ被二心掛一侯事
　　右之通被二仰付一侯条，此旨無二違背一，宜被二相守一侯以上
　　　　嘉永三戌八月
　「覺」は，藩主慶親の要望にたいする返答でもある。まず，医業は「司命済世ノ重職」で
あるという大前提がしめされる。「司命」は，もともと「文昌宮六星の第四星」を意味し，「北
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極星の傍にあり人間の寿命をつかさどるとされている」が，転じて「生殺の権を握るもの」
（『日本国語大辞典』）を意味する。貝原益軒は，医術について「萬民の生死をつかさとる術
なれハ，醫を民の司命と云，きハめて大事の職分なり」と述べている５０）。医術は人命に直結
する。あらためて医師の使命感を強調しなければならないほどに，萩藩医のあいだにも「醫
道之本意」にもとる「弊風」がおおいつくしているという認識が藩主にもつたえられていた。
　つぎに，藩医のあいだにはびこる「弊風」をただし，「醫道之本意」にたちからせるため
の方策をしめす。それは，同時に重責をになう医師の養成・再教育の方針でもある。第１に，
医術は「學術」にもとづき，あくまでも臨床応用をめざさなければならない。「空論」や
「 鑿説 」にまどわされてはならない。薬剤処方は，憶断はゆるされず，つねに古くから伝え
さくせつ
られる本草書に依拠しなければならない。第２は，医術修業にさいしての心得である。授業
にさいしては，特定の流派に固執し，驕慢な態度や偏執的な姿勢をとってはならない。
　第３に，臨床応用をめざすために，「古今を不レ論，和方洋書とも悉皆可レ致二讀誦一侯」と
して，「和方」と「洋書」を渉猟するよううながす。「洋書」は，オランダ語でしるされた医
薬書や関連する原書を意味する。「和方」は「漢方，洋方」に対する概念であり，「我ガ國在
來ノ醫方」を意味する（『新編大言海』）。しかし，近世社会につたえられた「我ガ國在來ノ
醫方」は，漢方，すなわち「醫術ノ，支那ヨリ傳ヘタルモノ」（『新編大言海』）にほかなら
ない。「和方」は，なにをさすのであろうか。
　「我邦ニ於ケル李朱醫學派ノ祖」である田代 三 喜 ５１）は，明にわたり， 李 東垣 （李杲）， 朱 
さん き り とうえん しゆ
 丹渓 （朱震亨）に師事し，長享元（１４８７）年に帰国する。東遊中の 曲 直 瀬 正 盛 （ 道 三 ）が三喜
たんけい ま な せ しよう せい どう さん
に師事し，京都にもどり，李朱医学を講じる。道三により，のちに 後 世 方 と呼ばれる医家の
ご せい ほう
一流派が形成される。後世方が依拠したのが中国最古の医学書といわれる『 黄帝 内経 』であ
こうてい だいけい
る。『黄帝内経』の原伝本は，『 素 問 』と『 靈 樞 』のふたつの書からなり，前漢末から後漢は
そ もん れい すう
じめにかけて整理編纂される。『素問』は，「生理，病因，病理などの基礎医学に相当するも
のと，摂生，養生法など」を論じたものである。『霊枢』は，「解剖，生理，特に中国医学独
自の経絡思想と，その物理療法（ 鍼 ，灸，按摩， 刺 絡 ， 熨 法 等）」について論じたものであ
はり し らく い ほう
る５２）。
　後世方医学は，陰陽五行説や運気論などとの結びつきがつよいために空理空論にながれる
傾向がある。１７世紀になると，後藤 艮 山 が「宋・明醫流ノ空論ヲ排シ，專ラ内經及ビ傷寒論
こん ざん
ヲ師宗トシ，實詣ニヨリテ，自ラ一家ノ言ヲ立テ」 ５３），後世方医学に批判的な立場をとる 古 医 
こ い
 方 が台頭する。古医方は，後漢末の張仲景の『 傷 寒 論 』を聖典視する。張仲景は，後漢末
ほう しよう かん ろん
期から三国時代にかけて，『傷寒論』と『金 匱要 略 』といった薬物治療書を編纂したといわ
きん き よう りやく
れる。いずれも，中国医学の薬物治療を論じた最高で最古の古典」である５４）。『傷寒論』は，
後漢に成立したといわれ，「治療の指針となるべき病症とその変化を経験的な立場から分類し，
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それぞれの症例と変化に応ずる薬方を記載したもの」である５５）。内容が抽象的であるために，
中国はもとより，日本でもさかんに研究され，江戸期だけでも４００種におよぶ研究書が生み
だされる５６）。
　江戸期には，後世方，古医方のほかに，幕府医官の多紀家「古方・後世方の長所を折衷し
た」折衷派，山脇東洋，華岡清洲，小石元瑞などのように「蘭の長を採り入れた」漢蘭折衷
派が生まれる５７）。こうした流派は，みずから依拠する中国医書に関する多数の研究書を生み
だす。それは，同時に中国から伝来した医学が日本化される過程であり，日本化された中国
医学は皇漢医学とも呼ばれる。それぞれの流派が奉じる中国医書，それらに関する研究書は，
訓点を付されたり，漢文体，すなわち「漢文訓読の口調にならった文体」（『広辞苑』第６版）
であらわされる。こうした中国医書や研究書が「和方」と総称されたのではないであろうか。
　第４に，１７，８歳までの青年期に「儒学」をまなぶようもとめる。それは，「彝倫」，すな
わち「人ノ，常ニ守ルベキ道」（『新編大言海』）をまなばせ，「義理」をわきまえさせるため
である。和歌山藩医学館の「規條」には，つぎのようにしるされる５８）。
學醫者當先修四書六經，以明聖人之道也，不明聖人之道，而暗孝弟忠信彝倫常行之道，
雖吾醫經不能探其蘊奥也，然此等書在學習館日々講讀，則在此館不設其局，宜就彼而學
焉
　「六經」は，儒学の根幹となる『詩経』，『書経』，『易経』，『春秋』，『礼記』，『 楽経 』の六種
がつけい
の経書である。『楽経』は秦の焚書により絶滅したといわれ，そのかわりに『周 礼 』がくわ
しゆう らい
えられることがある。医術をまなぶものは，まず四書六経をおさめ，聖人の道をあきらかに
しなければならない。聖人の道をあきらかにすることができなければ，孝弟，忠信，彝倫，
常行の道にくらく，医経の蘊奥をきわめることができない。「儒学」は人倫をわきまえさせ
るための道徳論であり，漢方医学の基礎となる「漢学」ではない。
　「醫學諸流稽古之式」は，つぎのとおりである５９）。
一醫書講釈，例月三日宛之事
一經方，西洋譯書，本艸科，外科會讀，例月三日宛之事
一醫經，西洋原書，産科，鍼科會讀，例月二日宛之事
一方案例月晦日，尤小ノ月は止たるへき事
　右講釈ハ朝五ツ半時始レ之，會讀ハ四時浬八時終レ之，尤定日之外，前後間合を以，内
會相増侯儀ハ勝手次 たるへき事
一素讀之儀，日々八時浬七時 たるへき事
一毎歳稽古始正月十三日，稽古終十二月十五日たるへき事
但例月六日宛，五節句，七月ハ十三日浬十六日 ，春秋春日社祭禮當日，其外□有
節ハ可レ為二稽古止一事
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一醫術之儀ハ人命を救ひ，生民繁栄之根源ニ侯得ハ，名利名聞を離れ，公正誠実之心得
可レ為二肝要一事
一少年之内ハ，専ら儒学ニ志し，成立之上，醫業相学，四十歳ニ至り侯 ハ，別而可相
勵事專要ニ侯，尤終身可令修行業筋ニ侯得ハ，老少之無二差別一事ハ勿論たるへき事
但公用ハ格別可レ成程ハ世用繰合せ無二懈怠一樣ニ可二心掛一，在役之面々たりとも御
用無レ之節は可レ有二出席一侯事
一多人数集會之 侯間，禮義正敷，喧嘩口論，又ハ雜語等無レ之樣，能々被レ相二心得一，
仮初ニも持方ケ間敷儀，可レ有二用捨一侯事
一學風其外引立之儀，教諭役江御任せ之儀ニ付，其身之爵禄を不レ論，万端可レ請二指圖一
侯，若教諭役病氣障等之節ハ，都講舎長等申合可レ有二稽古一侯事
一好生舘之儀，明倫舘江附属被二仰付一，惣奉行江諸沙汰被二仰付一侯事
　　右條々，宜相守旨，依レ仰如レ件
　　　　　嘉永三庚戌八月日欠
　前半部分では，授業日程，時間などが提示される。「和方」として括られた中国医書，す
なわち「經方」や「醫經」も講釈や会読のためにもちいられる。「經方」と「醫經」につい
ては後述する。講釈は毎月３日，「朝五ツ半時」にはじまる。経方，西洋訳書，本草科，外
科の会読は毎月３日，医経，西洋原書，産科，鍼科の会読は毎月２日。会読は「四時」には
じめ，「八時」におわる。定日のほかに，内輪で会読をおこなうこともできる。素読は，毎日，
「八時」から「七時」までである。毎年，正月１３日に始業し，１２月１５日に終業する。ただし，
毎月，６日，五節句，お盆の７月１３日から１６日，春秋の春日社祭礼当日，そのほかにも休業
日がある。
　萩藩医学校では，毎月末が「方案」の日になる。ただし，「小ノ月」，すなわち天保暦で１
カ月の日数２９日以下の月には休止する。小の月と大の月は，それぞれ６月ずつある。「方案」
は「方法ニ就キテノ工夫」（『新編大言海』）を意味する。医学に関していえば，「医案」にあ
たる。「医案」は，「治療の方法についての工夫」，「診察カルテ」というふたつの意味があ 
る６０）。多紀家が主宰する幕府医学館では，寛政３（１７９１）年以降，毎年春秋に本科，小児科，
外科，口科の４科について医学考試が実施される。考試の目的は，「世襲による医術の低下
や権力集中を是正し，官医を能力に応じて昇格させる」ところにある。受験生には，「臨床
における診断・治療の能力を試す」ために「医案方付留記」も課される。それは，医学館の
患者のなかで，作成した医案にしたがい処方を決定し，完治したものの症例をえらび，受験
者にこの症例を提示し，医案と処方を筆録させる，というものである６１）。江戸時代の医者は，
明の『名医類案』にならい，「医案」を作成していた。
　周弼の旧師坪井信道は，毎月の定日，おそらく３と８の日，すなわち３，８，１３，１８，２３， 
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２８日に「臨床・病理総合討議会」あるいは「病床側授業」ともいうべき臨床授業をおこな 
う６２）。それは，上級の塾生に「医按」を作成・提出させ，それに甲・乙・丙の評点を付し，
返却するというものである。「医按」とは，特定の患者の性別，年齢，症例，病名，原因，
予後，治法，摂生について塾生が自分の知識と文献にもとづき書きしるすものである。「医按」
を作成させるために，あらかじめ，みずから著述した『診候大概』をテキストとして，脈拍
を数え，体温を測定し，患者の病状，診断，予後などについて討議させていたとおもわれる。
信道は，青年期に漢方医学をまなぶが，その過程において「医案」を作成し，西洋医に転じ
たのちには，独自の「医按」をつくりだしたのであろう。萩藩医学校の「方案」は，西洋医
学については，信道が創出した，臨床的な性格をおびた「医按」を継承したとおもわれる。
　後半は，医術の修業心得といった内容である。第１に，医業は人命をすくい，生民の繁栄
につながる職業であるために，名聞や利欲からはなれ，公正誠実を心掛けることが肝要であ
る。第２に，青少年期に儒学をまなんだうえで医術をまなび，不惑の年齢に達するまでは精
進しなければならない。第３に，医学校での授業には多くの医生が参集するが，礼儀ただし
くふるまい，喧嘩，口論，私語などをつつしまなければならない。第４に，学風，その他に
ついては教諭役に一任し，地位や俸禄にかかわりなく教諭役の指図にしたがわなければなら
ない。この条項は，地位がひくく，俸禄がすくない藩医が萩藩医学校を統括する教諭役に就
任する場合を想定するものである。いずれ周弼に教諭役をゆだねようという洞庵の意嚮がう
かがわれる。教諭役が病気や差し障りがあるばあいには，都講，舎長と相談したうえで，稽
古しなければならない。第５に，好生館は明倫館の管轄下にあるために，諸事，明倫館総奉
行に指示をあおがなければならない。
　「覺」は，萩藩医学校の理念と基本的な方針をしめしたものである。「醫學諸流稽古之式」
は，前半では授業日程，時間などを提示する。それは，萩藩医学校において実際に採用され
ているものを整理し，成文化したにすぎない。後半は，医術の修業心得といった内容である。
洞庵は，周弼を藩医に推挙したさいには，萩藩に西洋医学を普及浸透させるために，周弼に
萩藩医学校を西洋医学校に再編する役割をゆだねようという心づもりであった。萩藩医学校
の理念と基本的な方針をしめし，会読科目のなかに「西洋譯書」や「西洋原書」を設定した
としても，西洋医養成のための課程とはほどとおい。
　洞庵は，周弼にとりわけ学科課程を明示した規則案の起草をゆだねる。周弼が起草した「医
学所規則」案はつぎのとおりである６３）。
今般，醫學所御創業ニ付，御醫師中ハ不レ及レ申，御國中陪臣地下醫迄も，依頼入學被二
仰付一侯事ニ候へハ，日夜勉勵國家御博愛之御盛意ニ對揚仕侯樣，心懸肝要之事ニ侯，
醫業之儀ハ，人命天壽ニも所關して，無二此上一重職ニ侯へハ，篤學謹愼ハ勿論たるへく
侯，今日之讀書ハ明日忽チ事實ニ相試侯事付，章句ニ拘泥し，空論を主張いたし侯事，
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有レ之間敷侯，博釆通覧して簡要に歸し侯樣致度侯，偏執固守ハ事實ニ融通相成かたく
侯
我朝ハ制度漢土ニ倣侯事ニテ，文學藝術も悉ク彼ニ取りて我用とす，醫術ニ至り而も，
軒岐之道，久敷世ニ傳り侯寸法，亦彼を以模範といたし來り侯，猶亦，近來西洋學專ら
世ニ行レ，議論寸法も別ニ一道を開らき，漢人未發之理を究メ，治療上ニ稗益有レ之侯
樣相見侯，學校之儀ハ容衆之
御主意筋ニ侯へハ，漢學を基礎として，洋學をも御取用　被二仰付一侯，漢洋 學之徒を
上等とす，然所，人才ニハ長短も有レ之事故，一 ニ難レ被二仰付一侯，各々所好ニ從事し
て，濟世利用之標的ニ相叶侯樣肝要之事侯，漢洋科目左之通被二仰付一侯
　　　　　漢學科日
　　醫經
血脈，臟腑，陰陽，表裏，五運，六氣，百病之起原，死生之分を論侯科目也，素問，
靈樞，此科目之主書とす，素より牽強附會之説多ク，事實ニ無レ益事ニ有レ之侯へ共，
諸他之醫書ハ，是も資始として擴張したる事ニて，且ハ千古不易之金言も多ク侯へハ，
初學之徒ハ一先，此科目を研究して其大略を會得すへし
　　經方
草石之塞温ニ本き，疾病之淺深を量り，其失常をして平復せしむる事を論侯科目也，
於二此科目一ハ傷寒論を以主書とす，傷寒論ハ寸法之鼻祖にして，醫門之金科玉條とす
へき書ニ侯へは，注意精研可レ致侯，其餘唐宋以下淸朝迄之諸書， 
我朝先輩之著書，皆悉此科目ニ附屬侯事ニ付，究力通覧すへし，此諸書ニ就而ハ病因
病證治方別而辨明して，事實上ニ實徴致侯樣肝要之事ニ侯
　　　　　洋學科日
　　譯書
西洋書，於一我朝二飜譯を經たる書を以學ふの科目也，第一ニ人身窮理附解剖書，第二ニ
原病書，第三ニ病論治法，第四ニ藥劑書附舎密學，此順序ニ從テ研究いたし侯へハ，洋
醫道之大義を會得すへし
　　原書
洋書之原文ニ就テ學ふの科目也，初學ハ譯司同樣之心得ニして，義理よりハ先ツ文法
を本として學ふへし，語辭暗記文法明辨ニ候へハ，自然ニ洋書之意義ニ貫通可相成侯，
洋學文範之熟讀暗誦之上ハ，醫書ニ限らす，窮理書，天文地理書ニても誦讀すへく，
千理融通之上ハ專一ニ醫書を熟讀して，事實上之標的と可レ致し
諸科之儀ハ内科之支派ニ而，右之書中ニ散見致居侯へ共，別段手術等も有レ之事故，純
一ニ研究不レ致侯而ハ，其奥義ニ至りかたく侯，左之通，專門諸科被二定置一侯
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　　　　　　專門諸科
本草科　産科　鍼治科　眼科　外科
右之内，鍼治科，眼科，外科之儀ハ，家筋有レ之事ニ付，其本職研究之上，他科を相學
侯樣被二仰付一侯事
　周弼は，前文において基本方針を提示する。まず「人命天壽」にかかわる「重職」である
「醫業」の振興策について論じる。第１に，周弼は，世襲制のなかで安住する藩医の医療技
術の停滞と倫理の低下という弊風をのぞき，医学教育に新風を吹き込むために，萩藩領の防
長２カ国の陪臣医や地下医にも，萩藩医学校の門戸を開放する必要がある，と指摘する。貝
原益軒は，世襲制について，つぎのように述べ６４），「才」がないものが医業にたずさわること
をいさめる。
醫は三世をよしとする事，禮記に見えたり，（中略）三世とハ父子孫にかかわらす，師
弟子，相傅へて三世なれバ，其業くわし（中略）もし其才なくバ，醫の子なりとも，醫
とすべからず
　第２に，周弼は，洞庵の「覺」では「和方」として括られた中国医書を「軒岐之道」とし
て復活し，「漢洋 學」という基本方針を提示するが，「漢人未發之理」をきわめた「西洋學」，
すなわち西洋医学を奨揚する。「軒岐之道」とは，中国医学の祖といわれる黄帝（軒轅）と
岐伯の学問であり，『黄帝内経素問』と『黄帝内経霊枢』に依拠する中国医学を意味する。
周弼が中国医学を「軒岐之道」としてよみがえらせたのは，日本が，文学や芸術だけでなく，
医術についても中国を範としてきた伝統をたちきるような急進的な変革を回避しようとした
からである。周弼は「人才ニハ長短も有レ之事故」，すなわち西洋医学の適性がない医生もい
るとして，あくまでも古代以来の伝統的な「漢學」，すなわち漢方医学を基礎とし，「漢人未
發之理」をきわめた西洋医学をとりいれなければならないと結論づける。
　周弼は，オランダ語を介してつたえられる医学を「西洋學」，すなわち西洋医学と呼ぶ。
オランダ医学は，「当代全ヨーロッパの師表」として崇敬されるブールハーフェ（Herman 
Boerhaave）が画期的な臨床医学を講じたことにより，ライデン大学が「西洋医学のメッカ」
となった１８世紀前半に絶頂期をむかえる６５）。しかし，その後はオランダでも，フランス，イ
ギリス，ドイツの医書の蘭訳書が流布する。オランダ語の医薬書を訳述したり，繙読したり
した経験がある蘭学者は，原著から蘭訳されたものが多いことを把握し，「蘭方」ではなく，
西洋医学と呼ぶ。周弼の訳述書のひとつである『袖珍内外方叢』も，ドイツ人内科医プラッ
ゲ（Martin Wilhelm Plagge）が著したものである。
　まず，周弼が西洋医学を奨揚するのは，近来，西洋医学が一大潮流になっただけでなく，
西洋医学が「漢人未發之理」，すなわち漢方医学にはみられない臨床的に有効な療法を提供
するからである。それは，牛痘接種の全藩実施により実証されている。つぎに，周弼が漢方
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医学を忌避する理由は，規則案の端々からうかがわれる。
　ひとつは，「章句ニ拘泥し，空論を主張いたし侯事，有レ之間敷侯」という文言に端的にみ
てとれる。
　江戸期には，後世方，古医方，折衷派といった漢方医学の流派が生まれる。後世方は，前
漢末から後漢はじめにかけて整理編纂された『黄帝内経』に依拠する。古医方は，後漢末の
張仲景の『傷寒論』を聖典視する。こうした流派は，みずから依拠する中国医書に関する多
数の研究書を生みだす。江戸期には，『傷寒論』だけでも４００種におよぶ研究書が生みだされ
る。それは，章句にこだわり，字句の穿鑿に専念した結果である。同時に，聖人の言説の釈
義に没頭するあまり，経験主義的な薬物学の域を脱することができない。
　江戸中期以降にあらわれた「蘭方医」と呼ばれる医者は，漢方医学をまなんだのちに，西
洋医学に転じる。西洋医学の潮流をつくりだしたひとりの杉田玄白は，西洋医学に転じた理
由について，つぎのように述べている６６）。
素霊に 社 稷 し，仲景・ 思 邈 ・ 王燾 等の書に本づきて，説を立て論をなし一家をなすと
しや しよく し ばく おうとう
称するも，皆これ憶度附会して，人々その好むところに 阿 り，我意を以て事を決すれば，　
おもね
 正鵠 となすに足らず。語に云く，その本乱れて末治まるものなしと。あに然らずや。こ
せいこく
れ予の支那の書を廃して，ひとり和蘭の書を取る 所以 なり。
ゆえん
　「素霊」とは，『黄帝内経素問』と『黄帝内経霊枢』のことである。後世方は『素問』と『霊
枢』を神のごとくあがめ，古医方は『傷寒論』と『金匱要略』にもとづき，それぞれに流派
を形成する。しかし，それらはみな推量によりこじつけ，好みにより推断するために要所を
誤る。「其本乱而末治者否矣」６７）といわれるように，「その根本〔のわが身をよく修めること〕
がでたらめでありながら，末端〔の国や天下〕がよく治まっているというのは，めったにな
い」。それが，玄白が漢方医学を放棄し，西洋医学に転じた理由である。
　玄白は，漢方医学の空理性についてつぎのように述べている６８）。
支那の書は方ありて法なきなり。法なきにあらざるも，法となす所以のもの明らかなら
ず。その法たるや，人々の好むところに阿り，説を設け論をなし，立てて以て法となす
なり。故に十書十説，いまだ一定せず。
　玄白は，中国を支那と呼ぶ。漢方医書には「方」，すなわち薬方はあるが，「法」，すなわ
ち原理がない。原理があったとしても，根拠がない。人びとが好みにしたがい説をとなえ，
それが原理であると主張する。諸説紛々し，いまだに定説がない。一気留滞説（後藤艮山），
万病一毒説（吉益東洞）といった空疎な病因論が生みだされたのは，そのためである。周弼
も，玄白などの先達がたどったおなじ思考をたどったであろう。
　もうひとつは，「偏執固守ハ事實ニ融通相成かたく侯」として，偏執固守の態度が「事實」
を洞察する眼をふさぐ因由になると指摘する点である。１７世紀以降，後世方医学に批判的な
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立場をとる古医方が台頭する。古医方は，「 実 詣 」を重視する。「実詣」とは，「学問，芸能
じつ けい
などを奥深くまできわめること」を意味する（『日本国語大辞典』）。「実詣」のために親試実
験とよばれる実証的な方法が採用される。１７世紀中葉から蘭学の勃興期にいたる時期，医学
だけでなく，儒学，国学などの分野でも，「批判的・合理的・実証的精神」が鬱勃する。と
りわけ医学の分野では，それが実験主義とむすびつき，親試実験主義が高唱される６９）。しか
し，親試実験主義には科学的精神という点で限界があった。「古醫道ノ泰斗」後藤艮山７０）に
師事した香川修庵は，「医学は病気を治す（療病），あるいは病気にかからないようにする（養
生）という現実の課題にとりくむ」として，医学を「技術」としてとらえる。したがって，
「積み重ねた経験的事実を一般化して法則ないし理論を抽出するという方向へは，いいかえ
れば科学へは向かわない」。修庵は，患者に投与する薬物の選択にさいしては「治療に役立
つかどうか，実際に効くかどうか」を「唯一の基準」とする。たしかに実証的な方法ではあ
るが，その科学的なメカニズムをさぐろうとはしない。艮山にとっては，「本草あるいは臨
床医学書に先人が記載しているその特定の事柄を，間違いなくそうだと確認し，有効なも 
のとして選択する方法が，『親しく試て験有る者を撰び取る』，いわゆる『親試実験』であ 
る」 ７１）。
　山脇東洋は，後藤艮山に師事し，艮山，修庵，吉益東洞とともに「古方ノ四大家」と称せ
られる７２）。東洋は，荻生徂徠に私淑し，『 周礼 』を信奉する。『周礼』天官には，医職，すな
しゆらい
わち医師，食医，疾医，瘍医，獣医に関する規定がある。疾医の規定のなかに「九蔵」とい
うことばがある。注釈家は，それを五蔵に胃，膀胱，大腸，小腸をくわえたものと解釈して
きた。東洋は，かねて医書の臓腑説に疑問をいだいていた７３）が，「莫レ若二解而觀一レ 之」と考え，
「其藏肖レ人」といわれる 獺 を解剖する
７４）。宝暦４（１７５４）年閏２月，東洋は京都所司代の許
かわうそ
可が得られたために，京都六角獄舎において処刑屍体の解剖を観察する。
　杉田玄白は，その屍体解剖に触発され，つぎのように述べている７５）。
春秋甫二十二歳の時，同僚小杉玄適といへる男，京師の遊學より歸り來り，彼の地にて
初て古方家といふ事を唱ふるの徒出ツ，其中に山脇東洋先生抔專ら此事を主張し，自ら
刑屍を解て，觀臟し，千古説所の臟象大に異なる事を知られたり
　玄白が，前野良沢，中川淳庵らとともに江戸千住の小塚原の刑場で行われた人体の腑分け
を参観したのは，その１７年後の明和８（１７７１）年３月のことである。かれらは，ドイツ人解剖
学者クルムス（Johann Adam Kulmus）が出版した『解剖図表』（Anatomische Tabelen）の蘭
訳書をたずさえていたが，東洋も私蔵する「 苛 － 私 － 林 － 牛 － 私 －解－軆－書」 ７６），すなわ
ヘ ス リン キー ス
ちオランダ人ヘスリング（Johann Vesling）が著した解剖書を屍体解剖にさいして参照する。
東洋は，刑死体の解剖の記録をまとめ，宝暦９（１７５９）に『蔵志』と題し，板行する。東洋は，
いわゆる観臓により，臨床治療の範囲内に限定される親試実験の域を脱し，「科学的研究」
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へとふみだす７７）。東洋の観臓は，「観察の疎略さ」が指摘されるにしても，「偏執固守」をう
ちやぶり，「事實」を探求したという点で，西洋解剖学，ひいては西洋医学への道筋をつける。
　周弼は，「漢洋兼學」という基本方針にもとづき，「漢學科目」，「洋學科目」，「專門諸科」
を設定し，はじめて具体的な内容を明示する。
　第１に，「漢学科目」として，「醫經」と「經方」をあげる。まず「醫經」は，『素問』と
『靈樞』を「主書」とする。「醫經」は，曲直瀬道三を祖とする後世家が依拠する『黄帝内経』
にほかならない。周弼は，「道三流兼西洋内科」を自称するが，それは漢方医学の師である
能美洞庵が道三流をなのり，当時，「本道と云ふ方でなくては通らなかつた」 ７８）からである。
さらに，すくなくとも萩藩においては，西洋医学が漢方医学と併称される医学として認知さ
れていなかったためであろう。西洋臨床医である周弼は，「醫經」は牽強付会の説がおおく，
実証性にとぼしいと断定する。
　つぎに，「經方」は，とりわけ古方家が「金科玉條」の医書としておもんじる『傷寒論』
を「主書」とする。
　そのほかに唐・宋代から清代にかけての医薬書，日本であらわされた医薬書も「經方」に
属する。これらの諸書は，『傷寒論』の釈義書や研究書が中心であったとおもわれる。これ
らの諸書を可能なかぎり渉猟し，「病因」，「病證」，「治方」をそれぞれ弁明し，事実にもと
づき検証しなければならない。「實徴」，すなわち「真実の証拠」（『日本国語大辞典』）にも
とづく親試実験を宗とする古方家の医方，すなわち古医方につうじるものである。周弼が後
世方医学を痛切に批判するのは修業した経験があるからであろう。周弼が古医方医学につい
てどの程度理解していたか不明であるが，古医方医学についてはむしろ近親感をいだいてい
たのではないかとおもわれる。それは，周弼が能美友庵の学僕の時代に三田尻稽古場におい
て徂徠学をまなんだことと無関係ではないであろう。古医方医学は，徂徠学に触発され，生
まれたものである。
　第２に，「洋學科目」は「譯書」と「原書」の課程にわかれる。まず，「譯書」は翻訳書に
より西洋医学をまなぶ課程である。西洋医学の概要を把握するために，生理学書・解剖学書，
病理学書，診療学書，薬剤学書・化学書の順に講読しなければならない。これらの訳書は，
すでに板行されていたが，書籍は高価であるために，必要に応じて書写しなければならない。
　つぎに，「原書」は西洋医書を講読する課程である。初学者は，通詞と同様に，まずオラ
ンダ語文法を習得しなければならない。周弼は，坪井塾に入門すると，オランダ語の習得に
専念する。そのさい，「たまたま伊東玄朴が長崎から，和蘭の文典『ガラマンチカ』と『セ
ンタキス』の二冊を持ちかえつていた」ために，同門の川本幸民，緒方洪庵とともに筆写し，
後学の指導にも活用する７９）。「和蘭の文典」は，箕作阮甫が天保１３（１８４２）年に『和蘭文典』前
編，通称「ガランマチカ」を，嘉永元（１８４８）年に『和蘭文典』後編，通称「セインタキス」
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を刊行して以来，オランダ語学習のための不可欠のテキストとして使用される。元治元（１８６４）
年春に好生堂へ入門した青木周蔵は，「青木周弼及ヒ其弟研蔵並ニ和蘭文典ニ精通スル烏田
圭蔵氏等ノ教授ヲ受ケ」，オランダ語を習得する８０）。萩藩医学校では『和蘭文典』により「文
法」を習得しなければならなかった。
　『和蘭文典』全編をおえ，辞書をひもときながらオランダ語原書を読解することができる
ようになると，オランダ語原書の講読のグループにうつり，会読にくわわる。周弼は，建議
では具体的な書名を明示しないが，医書だけでなく，物理書，天文地理書などを渉猟するこ
とを奨励する。それらを基盤として，医書を熟読し，臨床に応用することができると考える
からである。「原書」の学科課程は明示されないが，「原書」と同様に，生理学・解剖学，病
理学，診療学，薬剤学・化学という系統的な課程が設定されていたことはいうまでもない。
　第３に，「專門諸科」についても，鍼治科，眼科，外科については，「家筋」，すなわち流
派が容認される。鍼治科，すなわち鍼科，眼科，外科については，芸術，芸能，武道などと
同様に，多様な流派，すなわち「流儀の違いによるそれぞれの系統」（『広辞苑』第６版）が
形成される。嘉永３（１８５０）年８月，好生館の開館にさいし，あらたに教職員１６名が任命され
る８１）。そのうちわけは，道三流８名，人見法印慶安伝１名，道三流兼西洋内科２名，意斎流・
道三流１名，南蛮流１名，阿蘭陀流１名，道三流・坂寿三伝１名，福井斎伝１名である。意
斎流は，安土桃山時代から江戸時代前期の鍼医である 御 薗 意 斎 が創始した意斎流 打 鍼 術をう
み その い さい だ しん
けつぐ鍼科の一流派である８２）。坂寿三伝は，寛永年間に江戸幕府の法印坂寿三を祖とする鍼
科の一流派である。寿三は，天和元（１６８１）年には，幕府の「御針立」として「八百石」の俸
禄を食んでいた８３）。鍼科には，そのほかに杉山，駿河，吉田といった流派がある８４）。
　南蛮流とは，沢野忠庵，すなわち元ポルトガル人イエズス会宣教師フェレイラ（Christovão 
Ferreira）を祖とする「南蛮和蘭流」 ８５）であろうか。阿蘭陀流は，鎖国のもとでオランダ商館
医師からつたえられた「和蘭流外科」であり，オランダ通詞により楢林流，吉田流，西流，
栗崎流といった流派がたてられる８６）。杉田玄白は，享保１８（１７３３）年９月，小浜藩主酒井家に
つかえる和蘭流外科の家に生まれ，古文辞学派の宮瀬竜門に漢学を，幕府奥医師の西玄哲に
阿蘭陀流外科をまなぶ。明和８（１７７１）年３月に『解体新書』の飜訳に着手するまえには，「ひ
ろく和・漢・蘭の外科療法の集大成」をめざした『瘍家大成』を編述していた８７）。瘍家とは，
外科医のことである。玄白の時代には，『阿蘭陀外科伝書』が流布していたが，玄白と親交
があった一関藩医建部清庵は『阿蘭陀外科伝書』について以下のように述べている８８）。
　　阿蘭陀医も己が用ひなれたる事 計 を，口に任せて言ひしを，筆まめに書たるが，八巻
ばかり
書・十二巻書などゝいう伝書となりたるものなるべし。去 によつて何の書にも同じ事の
さる
み多し。それを本にして，唐の医書の外科の部から抜集め，病論を集合したるものと見
ゆる也。正真の阿蘭陀医書といふものにはあらざるべし。
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　『阿蘭陀外科伝書』は，「阿蘭陀医之著述」ではなく，「通詞を頼て色々の事を聞書にした
るもの」に，中国医書の外科に関する記述から抜き出したものをくわえたものにすぎない。
　眼科は，日本眼科医の祖とされる 馬 島 清眼 が南北朝時代に創始した馬島流が代々うけつが
ま じま せいがん
れ，江戸中期には家里，笠原，竹内，田原などの諸流が生まれる８９）。馬島流は，萩藩医の馬
島本家と別家によって継承される９０）。西洋医学がつたえられると，本庄晋一の『眼科錦囊』
にみられるように「漢蘭折衷ノ眼科」があらわれる９１）。この時点で任命された教職員のなか
には，眼科を専門とするものはいない。「阿蘭陀流眼科」を名のる和田昌景は，嘉永４（１８５１）
年に死没するが，その流派は養子の文譲や門生にひきつがれる。
　周弼が起草した「医学所規則」案では，漢方医学課程の医生は西洋医学を修学する必要は
ないが，西洋医学課程の医生は漢方医学をまなんだのちに西洋医学課程にすすむことになる。
「漢洋兼学」の原則は，西洋医学課程にすすむ医生だけに適用される。西洋医学課程を萩藩
医学校の主流に位置づけようという意図がうかがわれる。
　「医学所規則」案に修正がくわえられ，嘉永３（１８５０）年１２月，「本書申出之通被二仰付一侯事」
と指令される。修正案はつぎのとおりである９２）。
本朝は學術制度大概漢土ニ倣ひ，醫術亦岐黄之道久敷世ニ傳り，方法，彼を以模範と仕
来リ侯，近来，西洋学専ら行れ，漢人未發之理を窮，事実上ニ裨益有レ之候樣相見侯，
素浬学風は時運ニ隨ひ，変易も有レ之難一定侯得共，畢竟済世を以標準となすへし，殊に
学校之儀は博く采レ之
御趣意筋ニ侯ヘは，漢学西洋学共御取用被レ成，漢洋兼学之上，折衷を以本領とす，然
処人才長短も有レ之，一概ニ難レ被二仰付一，左之通科目被レ立置侯間，入学之面々，御規
則を照筌して，所志之科目ニ従事し，日夜勉励，天賦を奉へし，醫術は他之藝術と異ニ
して，今日之讀書，明日事実ニ相試侯事ニ付，尊学謹慎は申迄も無レ之侯
　漢學
醫經
血脈，経絡，骨髄表裏ニ原キ，百病之起本，死生ノ分ヲ論シ，科目ノ素問，靈樞等，
此主書トス，勿論，牽強ノ説も可有之候得共，金言確論多く醫門ノ経とも可言へき書
ニ侯得は，初學之徒，其大略ヲ會得スヘシ
経方
藥名ノ寒温ニ本き，疾病之淺深を量り，其失常ヲ平復せしむる方法を論し，科目之傷
寒論は此科之主書にして，方法之鼻祖，醫門之金科玉條とす，注意研究すへし，其餘
唐宋以下□朝迄之諸書，並本朝先輩之著書，多く此科目ニ附屬ス，博覧して，其大概
を得とくすへし
　　　洋書 
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譯書
西洋書，於一本朝二飜訳ヲ經タル書ニ就て學ふへし，科目之解剖書，生理書，病学書，
治療書，藥性書，舎密書，此次序ニ随ひ，漢學舊套之外ニ一新眼を以研究ニ侯へは，
西洋醫道之大義を會得すへし
原書
西洋書之原文ニ就而習讀科目也，初學は洋書之義理よりハ文法を研究すへし，猶醫書
に限らす，窮理書其外習讀不レ苦侯，語辞暗記，文法會得之上は專ら醫書を研究し，
事實に徴すへし
諸科
本草科　産科　唖科
專門
鍼治科　口中科　眼科　外科
右專門は其家筋被立置侯得は，專一ニ其本職を研究し，餘力ヲ以他之科目を學へし
　まず，前文の基本方針については，第１に，「医学所規則」案から，藩医の子弟以外の地
下医，町医，陪臣医の受け入れに関する箇所が削除される。馬関攘夷戦において，アメリカ
とフランスの軍艦に反撃され，武士階級が無力さを露呈したために，高杉晋作が藩命により
奇兵隊を編成するのは，文久３（１８６３）年６月のことである。嘉永３（１８５０）年前後の段階では，
萩藩が封建的な身分制度をあらためなければならないような要因はみあたらない。
　第２に，「漢洋兼学」の原則は「折衷」の原則にかわる。「折衷」は，「いろいろな物から
いいところをとり，一つにあわせること」（『広辞苑』第６版）である。このばあいには，「折
衷」は漢方医学と西洋医学の折衷を意味する。「折衷」の基本原則が導入されれば，医生は
漢方医学だけをまなぶことはゆるされない。漢方医を志望するにしても，西洋医学を兼修し
なければならない。しかし，ふたたび「人才長短も有レ之，一概ニ難レ被二仰付一」，すなわち
人才には長短もあり，一概に西洋医学の修業を命じることはできない，という留保条項がし
めされる。それは，西洋医学の適性がないものにはその修業を猶予するという意味である。
同時に，末尾に注記されているとおり，「專門」科目の流派に属するものは，「其本職」の研
究に専念しなければならない。とりわけ「鍼治科」ついては，大宝律令以来，針師・針博士・
針生の存在がしられる。針灸は「邪氣ヲ瀉スル」ために，「湯藥其内ヲ攻メ，針灸其外ヲ攻
ム」，すなわち針灸は薬物療法と同時並行しておこなわれる９３）。針灸科は，鎌倉時代以降，医
官制度の廃止により衰退するが，江戸時代中期，５代将軍徳川綱吉が鍼術を再興し，以後，
杉山，駿河，吉田といった流派がうまれ，諸藩にも浸透する。なお，「岐黄之道」は，前述
の黄帝と岐伯の学問である。
　つぎに，修学科目については，基本的な枠組みは継承される。「漢學」の「醫經」につい
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ては，部分的に書きあらためられる。周弼の原案では，「醫經」は「血脈，臟腑，陰陽，表裏，
五運，六氣」といった「百病之起原」あるいは「死生之分」について論じる，とされるが，
「血脈，経絡，骨髄表裏」にもとづき「百病之起本」あるいは「死生ノ分」を論じる，とい
う表現にあらためられる。「醫經」の「主書」である黄帝内経の『素問』と『霊枢』は後世
方が信奉する中国医書である。江戸初期には後世方医学に批判的な立場をとる古医方が台頭
する。古医方が批判するのは，後世方が「陰陽，表裏，五運，六氣」などとの結びつきがつ
よいために，空理空論にながれる傾向がある点である。後世方の弱点として指弾されていた
部分が書きあらためられたことになる。「臟腑」が削除されたのは，前野良沢などの解体新
書グループにより「醫經」の内景に関する記述の誤りが指摘されていたからである。江戸小
塚原の刑場で屍体解剖を実見した杉田玄白は，つぎのように述べている９４）。
古来醫経に説きたる所の肺の六曜葉両耳，肝の左三葉右四葉などいへる分ちもなく，腸
胃の位置形状も大いに古説と異なり
　「醫經」は，こじつけが多いだけでなく，解剖実見からもうかがえるように，事実に反す
る認識もある。洞庵がどのような意図で書きあらためたかうかがいしることはできない。
　「洋學科日」は「洋書」という表現にかわり，周弼原案のとおり「譯書」と「原書」に区
分される。第１に「譯書」については，「科目」にかわり，「書名」が提示され，あらたに「生
理書」がくわえられる。西洋医学の学科課程の構造について，周弼の旧師である坪井信道は，
つぎのようにしるす９５）。
蓋西醫之道，以レ明二人身内景一為レ夲。原生原病次レ之。而後藥劑治方従レ之。譬二諸構 
室一，内景礎也，原生原病柱也，藥劑冶方樓屋也。今也礎而末レ柱，遽然架レ屋，無二此 
理一也。
　西洋医学は，人体の内部構造をあきらかにすることを基本とする。杉田玄白は，「凡ソ醫
を業とするもの，先ツ始に形體内景の平素を精究することを第一にとる事なり」と述べてい
る９６）。解剖学が医学の根幹であるという認識はすでに玄白において形成されていた。解剖学
をまなんだうえで，病理学，さらに薬剤治法を修学しなければならない。建物にたとえれば，
人体の内部構造が礎石であり，生理学（原生）と病理学（原病）が支柱であり，薬剤治法が
屋根である。現在は基礎の段階であり，いまだに支柱もたっていない。突然に屋根をかける
のは理にかなわないことである。
　周弼は，信道が明示した解剖学，病理学，生理学といった基礎科学から臨床医学にいたる
学課課程を継承する。「舎密書」をつけくわえたのは，処方総論，製薬の方法，薬品，処方
術について概説する実用的な処方書である『袖珍内外方叢』 ９７）の訳述にかかわり，化学的知
識の必要性を痛感したからであろう。
　第２に，「原書」については，なによりもオランダ語文法の習得を優先しなければならない。
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文法をまなびながら，単語や言語表現を暗誦する。文法を習得したのち，「譯書」で提示さ
れた次序にしたがい医書を講読しなければならない。そのさいも，「事實に徴す」，すなわち
実証的な姿勢をわすれてはならない。
　さいごに，「專門諸科」については，「諸科」と「專門」に区分される。周弼の原案では，
「諸科」は「内科」から派生したものであり，「漢学科目」と「洋学科目」の医書に散見され
るとし，具体的な学科名が明示されなかったが，あらたに「諸科」が設定され，そこに「啞
科」が追加され，「産科」も「諸科」にうつされる。「專門」に漢方医学の「口中科」が追加
される。「諸科」と「專門」の関係はあきらかではない。「啞科」については，「小兒，是レ
ヲ啞科ト曰フ，疾痛シテ物イフコト能ハズ，故ニ當サニ脈ヲ審ニシ，形ヲ觀，色ヲ察シ，聲
ヲ聽キ，手紋ヲ視，外證ヲ詳ニスベシ」といわれる９８）。「啞科」は，西洋医学の小児科にあた
る。「口中科」は，「口病・舌病・齒病・咽喉病ノ治術ヲ專ト」する専科であり９９），西洋医学
の咽喉科と歯科に該当する。
　規則修正案は，さらに手をくわえられ，嘉永４（１８５１）年２月１１日付で「醫学所規則」 １００）と
「教諭申聞セノ条」として公布される１０１）。
　　　　醫学所規則
一醫道ハ司命済世ノ重職ニシテ，上君親ノ疾ヨリ，下貧賤ノ厄ヲ療救イタシ侯事ニ侯得
ハ，公平正大ノ心掛ヲ以テ，王家仁政ノ主意ヲ不レ失，好生ノ一端ヲ補助イタシ侯樣　
可レ爲一肝要二侯事
一学術ノ儀ハ実学ヲ以テ旨トシ，空論鑿説ニ拘泥スヘカラス侯事
一薬剤処方ノ儀ハ，古人ノ方論ニ本キ可レ申，自己ノ臆断ヲ以，軽ク人命ヲ試ミ申間敷
侯事
一匙ノ妄投一味錯置モ生死ニ係リ侯事ニ侯得ハ，謹愼精密心掛肝要ニ侯事
一課業ノ式ハ，科目ノ通順次可レ被二相学一侯，一家学ヲ主張シ，虚傲偏執ノ弊有レ之間敷
侯事
一読書ノ儀ハ博采通覧ヲ旨トシ，古今ヲ不レ論，和書洋書トモ悉皆読誦可レ致侯，方法ハ
純粋簡要ニシテ，日用事実ニ的切ノ処ニ着眼注意可レ申侯事
一至貴ノ人命ヲ被二委付一侯職事ニ侯得ハ，誠意正心ニシテ，愛憐ノ心掛深ク有レ之儀侯，
名聞利慾ニ趨侯儀ハ堅ク可レ被二相禁一侯事
一修業中，持方ケ間敷儀無レ之樣ニシテ，万端行儀正シク，先進ノ指揮ヲ可レ被レ受侯，
尤長幼尊卑ノ等ヲ相凌キ申間敷侯事
一十七八歳迄專一ニ儒学研究可レ致侯，第一ニ彝倫ヲ明ニシテ，義理ニ通暁シ易ク，醫
ヲ学フノ基礎ナリ，尤詞藻ニ耽リ，本職ヲ忘却不レ致侯樣肝要ニ侯事
一醫術ノ儀ハ，終身ノ一大業ニ侯得ハ，仮令年老タリトモ廃学スヘカラス侯事
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一学頭申聞侯条目，竪可レ被二相守一侯事
　「医学所規則」は，周弼の規則案の基本方針に関する部分を箇条書きに書きあらためたも
のである。「医学所規則」は，文久元（１８６１）年２月に「好生堂増補規則」が制定されるまで
の１０年ほどのあいだ効力をもつ。萩藩医学校が西洋医学校に再編成される道程において，ひ
とつのおおきな節目となる規則である。そうした観点から，ふたつの点に付言しておく。
　ひとつは，嘉永３（１８５０）年１２月の修正案の「折衷」の原則が継承された点である。しかも，
「人才長短も有レ之，一概ニ難レ被二仰付一」といった留保条項は削除される。医生は，漢方医
を志望するにしても，西洋医学をまなばなければならない。「医学所規則」は，禁止条項と
して，西洋医から見た漢方医学の欠陥を列挙する。第１に，「空論鑿説ニ拘泥スヘカラス」
として漢方医学の虚構性を指摘し，「実学」に徹するようもとめる。第２に，「薬剤処方」に
ついては，「自己ノ臆断ヲ以，軽ク人命ヲ試ミ申間敷侯事」として「臆断」をいさめるだけ
でなく，「匙ノ妄投一味錯置」として「謹愼精密」な態度をもとめる。「支那の書は方ありて
法なきなり」という杉田玄白の言葉が想起される。第３に，「一家学ヲ主張シ，虚傲偏執ノ
弊有レ之間敷侯事」という条項は，後世派，古方派，折衷派といった漢方医学の流派に拘泥
することをいさめたものである。漢方医学にみられる学統・学派への固執を否定し，「実学」
を称揚することにより，西洋医学の実証主義への志向を示唆する。青年期に「儒学」をまな
ぶようもとめるのは，「彝倫」をまなばせ，「義理」をわきまえさせるためである。漢方医学
の基礎となる「漢学」をまなぶためではない。
　もうひとつは，「医学所規則」には教授科目は明示されないが，「科目ノ通順次可レ被二相学
一侯」という条項からうかがわれるとおり，すくなくとも「洋学科目」については，周弼が
規則原案で提示した系統的な教授・学習課程が採用される。
おわりに
　本稿では，萩藩医学校の会頭役に任じられた青木周弼がはじめて起草した「医学所規則」
案から修正案をへて，嘉永４（１８５１）年２月の成案，すなわち「医学所規則」にいたる過程を
あとづけることにより，周弼が想い描く西洋医学校構想のプロトタイプをデッサンしようと
こころみた。稿をおえるにあたり，ふたつの点に言及しなければならない。
　ひとつは，周弼がどのような理由で萩藩医学校を西洋医学校に再編しようとしたのか，と
いう点である。
　嘉永３（１８５０）年秋に周弼が起草した「医学所規則」案は，２度にわたり書きあらためられ
る。周弼の原案を筆削することができるものは，能美洞庵のほかにいない。洞庵は，萩藩医
学校を主宰する教諭役の地位にあっただけでなく，「始めて我藩に於いて西洋医方を唱え」 １０２），
周弼を萩藩医に推薦して以来，萩藩医学校を西洋医学校に再編成しようと機会をうかがって
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いたからである。洞庵は，周弼の所懐をききただし，真意を確認しながら，周弼の規則案に
朱をいれたであろう。朱をいれるのは，周弼の構想を実現するためである。
　周弼が規則案を起草し，洞庵が朱をほどこす過程は，藩医のなかで多数を占める漢方医の
執拗な抵抗をうけながら，漢方医学を論難し，西洋医学を称揚する過程にほかならない。周
弼は，みずからの漢方医学観あるいは西洋医学観を披瀝し，萩藩医学校を西洋医学校に再編
しなければならない理由に言及せざるをえない。文久元（１８６１）年２月に「好生堂増補規則」
が制定されるまでの１０年ほどのあいだ効力をもつ「医学所規則」から，オランダから舶載さ
れた医薬書の訳著がある周弼の漢方医学観に関する部分をひろいあげ，それらについて検討
する。
　第１に，周弼は「学術ノ儀ハ実学ヲ以テ旨トシ，空論鑿説ニ拘泥スヘカラス」として，漢
方医学の科学性あるいは学理性に疑問を呈する。江戸期には，後世方，古医方，折衷派といっ
た漢方医学の流派が生まれる。後世方は，前漢末から後漢はじめにかけて整理編纂された『黄
帝内経』に依拠する。古医方は，後漢末の張仲景の『傷寒論』を聖典視する。こうした流派
は，みずから依拠する中国医書に関する多数の研究書を生みだす。『傷寒論』だけでも４００種
におよぶ研究書が生みだされる。それは，章句にこだわり，字句の穿鑿に埋没した帰結であ
る。周弼は，後世方医学については，「素より牽強附會之説多ク，事實ニ無レ益事ニ有レ之侯」
と述べ，牽強附会の説がおおく，実証性にとぼしいと断じる。古医方医学については，古医
方が信奉する諸書について「病因病證治方別而辨明して，事實上ニ實徴致侯樣肝要之事」と
述べ，病因，病症，治療法をそれぞれ弁明し，事実にもとづき検証しなければならないと論
じる。周弼にとっては，医学は，「実学」，すなわち「応用を 旨 とする科学」（『広辞苑』第六
むね
版）であり，章句に拘泥したり，空論を主張したりすることはゆるされない。
　「薬剤処方」について，「自己ノ臆断ヲ以，軽ク人命ヲ試ミ申間敷侯事」として「臆断」を
いさめるのも，医者の職務が学理にもとづくものであるという認識による。「古方ノ四大家」
のひとりである香川修庵は，医学を「技術」としてとらえ，患者に投与する薬物の選択にさ
いしては「治療に役立つかどうか，実際に効くかどうか」を「唯一の基準」とする１０３）。実証
的な方法ではあるが，その科学的なメカニズムをさぐろうとはしない。漢方医学の医家は，
聖人の言説の釈義に没頭するあまり，経験主義的な薬物学の域を脱することができない。「支
那の書は方ありて法なきなり」という西洋医学の潮流をつくりだした杉田玄白の言葉が想起
される。
　江戸中期以降にあらわれる「蘭方医」と呼ばれる医者は，漢方医としての修業をつんだの
ちに，西洋医学を選択する。周弼は，その理由に言及する（「医学所規則」案）。
近來西洋學專ら世ニ行レ，議論寸法も別ニ一道を開らき，漢人未發之理を究メ，治療上
ニ稗益有レ之侯樣相見侯
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　周弼は，みずから修業した漢方医学とは次元がことなる西洋医学にたどりつく。それは，
「漢人未發之理」，すなわち漢方医学にはみられない「理」をきわめ，臨床に有効な手だてを
提供するものである。日本につたえられた西洋医学は，「科学革命の洗礼を受けた後の，近
代医学」である。西洋医学に転じた医者は，西洋医学の科学性に鮮烈な衝撃をうけたであろ
う。それだけに，漢方医学の科学性に失望したであろう。しかし，漢方医学の科学性につい
ては，つぎのような見解もある１０４）。
東洋医学の概念には，未科学性──科学の試練をうける前の，経験や自然哲学に基づい
た思考法──が含まれていよう。いうまでもなく，未科学とは，非科学や反科学の意味
ではない。ただ，西洋近代に成立した化学的思考法によって，検証をうけていないとい
うことだけにすぎない。
　第２に，周弼は「一家学ヲ主張シ，虚傲偏執ノ弊有レ之間敷侯事」として，漢方医学の党
派性をいさめる。それは，家学への偏執と傲慢な態度が「事實」を洞察する眼をふさぐ因由
になるからである。杉田玄白は，漢方医学について，「素霊に 社 稷 し，仲景・ 思 邈 ・ 王燾 等
しや しよく し ばく おうとう
の書に本づきて，説を立て論をなし一家をなすと称するも，皆これ憶度附会して，人々その
好むところに 阿 り，我意を以て事を決すれば， 正鵠 となすに足らず」と述べている１０５）。漢
おもね せいこく
方医学は，聖人の言説を遵奉し，それぞれに流派を形成する。しかし，それらはみな当て推
量によるこじつけにすぎず，世におもねるだけである。恣意的に歪曲したものだけに，核心
をつくことはできない。
　もうひとつは，西洋医学校としての萩藩医学校の学科課程がどのようなものであったのか，
という点である。
　周弼は，西洋医学の学科課程を「譯書」課程と「原書」課程に区分し，「解剖書」，「生理
書」，「病学書」といった基礎医学から，「治療書」，「藥性書」，「舎密書」という臨床医学にい
たる学課課程を設定する。内景，すなわち人体の内部構造をあきらかにする解剖学が医学の
根幹であるという認識はすでに杉田玄白において形成されていたが，旧師坪井信道は基礎医
学から臨床医学にいたる学課課程を明示する。第２次海軍伝習のオランダ教師団の一員であ
る海軍二等軍医ポンペ（Pompe van Meerdervoort）が安政６（１８５７）年９月に「一連の講義課
程」をさだめ，長崎において医学伝習をはじめる。それは，「物理学，化学，繃帯学，人体
解剖学，組織学，健康人体の理学総論及び各論（生理学），病理学総論と内科学，薬理学，
外科学理論及び外科手術学，眼科学」からなる１０６）。坪井信道がとりいれたのは，同時代の西
欧の医学教育の学科課程にほかならない。信道門下の周弼は，同時代の体系的な西洋医学の
学科課程を萩藩医学校に採用しようとしたことになる。
　周弼は，「譯書」課程を変則的な課程として位置づけ，「原書」課程を正則課程と位置づけ
る。「原書」課程は，オランダ語文法を習得し，オランダ語の医書を講読することにより，
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西洋医学の臨床に応用するための課程である。
　「医学所規則」は，萩藩医学校を西洋医学校に再編するための準備段階の規則にすぎない。
本格的な西洋医学校に再編するためには，藩医の世襲制という障壁をくずし，西洋医学の受
容基盤を整備しなければならない。藩医のなかで多数を占める漢方医は，「其本職」，すなわ
ち父祖伝来の流派に固執し，「一新眼」をもって西洋医学を研究しようとはしない。地下医，
町医，陪臣医に門戸を開放すれば，「醫を以糊口ニ仕，種々口侫世上發行仕侯」庸医を駆逐し，
西洋医学を研鑽した医者を藩医に登用するだけでなく，全藩域に西洋医を供給することもで
きる。西洋医学を専門とする萩藩医は，周弼をはじめ，斉藤方策，坪井信道などすべて世襲
の藩医ではない。周弼の脳裡では，たんなる藩医の再生産機関から脱皮した萩藩医学校の像
がむすびはじめる。
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頭
取
役
、
同
年
７
好
生
堂
都
講
役
、
文
久
元
（
１８
６１
）．
３
御
側
医
兼
任
、
世
子
・
世
子
夫
人
侍
医
天
保
８（
１８
３７
）
高
良
斎
（
大
坂
）
門
、
嘉
永
３（
１８
５０
）
頃
川
本
幸
民
（
江
戸
）
門
萩
藩
医
（
鍼
科
）
松
島
正
悦
次
男
、
天
保
６
（
１８
３５
）
萩
藩
医
竹
田
本
家
分
知
・
独
立
文
化
８（
１８
１１
）
明
治
２９
（
１８
９６
）
竹
田
庸
伯
嘉
永
２（
１８
４９
）．
１０
臨
時
引
痘
掛
、
嘉
永
３
．
６
産
科
頭
取
役
、
安
政
３
（
１８
５６
）．
１２
藩
主
夫
人
付
藩
医
佐
方
家
生
文
化
９（
１８
１２
）
安
政
５（
１８
５８
）
佐
方
玄
琳
嘉
永
３（
１８
５０
）．
１２
好
生
館
舎
長
、
同
年
６
好
生
堂
会
業
掛
、
安
政
１
（
１８
５４
）．
６
御
添
匙
医
、
安
政
２
．
１２
牛
痘
引
種
御
用
掛
、
安
政
７
．
３
藩
主
御
側
医
天
保
末
年
医
学
館
、
小
石
元
瑞
（
京
都
）
門
萩
城
内
宮
崎
八
幡
宮
神
官
白
上
舎
人
子
、
藩
医
玄
順
養
子
、
嘉
永
２（
１８
４９
）．
１
家
督
文
化
１１
（
１８
１４
）
明
治
３（
１８
７０
）
二
階
玄
東
（
養
安
）
弘
化
４（
１８
４７
）．
２
西
洋
書
翻
訳
御
用
掛
、
嘉
永
２（
１８
４９
）．
９
牛
痘
種
痘
法
修
得
の
た
め
長
崎
出
張
、
嘉
永
３
．
６
西
洋
原
書
頭
取
役
、
嘉
永
５
．
２
好
生
館
都
講
役
、
安
政
２（
１８
５６
）．
９
西
洋
学
師
範
、
文
久
３（
１８
６３
）．
４
世
子
附
侍
医
、
元
治
元（
１８
６４
）．
３
好
生
堂
教
諭
役
、
同
年
６
藩
主
御
側
医
天
保
２（
１８
３１
）．
４
広
瀬
淡
窓
（
日
田
）
門
、
天
保
８（
１８
３７
）．
７
長
崎
遊
学
、
天
保
１３
．
 
８
長
崎
遊
学
、
天
保
１４
伊
東
玄
朴
（
江
戸
）
門
周
防
国
大
島
郡
和
田
村
地
下
医
次
男
文
化
１２
（
１８
１５
）
明
治
３（
１８
７０
）
青
木
研
蔵
西
洋
原
書
頭
取
役
、
嘉
永
３（
１８
５０
）．
６
西
洋
原
書
頭
取
役
、
嘉
永
６
．
４
鍼
治
頭
取
役
、
安
政
１（
１８
５４
）
春
相
州
警
備
萩
藩
軍
医
、
安
政
２
．
９
西
洋
学
師
範
、
安
政
６
．
８
西
洋
学
御
用
掛
、
文
久
３（
１８
６３
）．
１２
御
添
匙
格
、
元
治
元（
１８
６４
）．
１０
博
習
堂
師
範
役
天
保
１２
（
１８
４１
）
箕
作
阮
甫
（
江
戸
）
門
、
伊
東
玄
朴
（
江
戸
）
門
藩
医
秀
安
子
、
天
保
５（
１８
３４
）．
１
家
督
文
化
１２
（
１８
１５
）
明
治
２（
１８
６９
）
田
原
玄
周
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年
没
　
　
　
年
姓
　
　
　
名
安
政
２（
１８
５６
）．
９
西
洋
学
師
範
掛
、
長
崎
聞
役
弘
化
４（
１８
４７
）．
９
伊
東
玄
朴
（
江
戸
）
門
藩
士
高
杉
又
兵
衛
子
、
藩
士
田
上
平
兵
衛
養
子
、
嘉
永
４（
１８
５１
）．
９
家
督
文
化
１４
（
１８
１７
）
明
治
２（
１８
６９
）
田
上
宇
平
太
嘉
永
３（
１８
５０
）．
１２
好
生
館
舎
長
、
嘉
永
３（
１８
５０
）．
６
月
好
生
堂
会
業
掛
、
安
政
元（
１８
５５
）．
７
好
生
館
都
講
役
、
安
政
２
．
７
喜
久
姫
附
天
保
１４
（
１８
４３
）
阿
部
分
叔
（
箕
作
阮
甫
塾
長
）
門
藩
医
玄
哲
子
、嘉
永
６（
１８
５３
）家
督
文
政
２（
１８
１９
）
仁
保
玄
珠
文
久
元（
１８
６１
）．
２
好
生
堂
原
書
頭
取
役
、
文
久
２
．
２
元
藩
主
齊
熈
五
女
八
重
姫
附
、
慶
応
３（
１８
６７
）．
８
藩
世
子
元
徳
夫
人
銀
姫
附
・
世
子
附
天
保
１１
（
１８
４０
）．
９
医
学
館
、
弘
化
２
山
脇
東
洲
（
京
都
）
門
、
川
本
幸
民
（
江
戸
）
門
萩
藩
士
飯
田
七
兵
衛
長
男
、
天
保
３（
１８
３２
）．
１１
藩
医
栗
山
幸
庵
養
子
文
政
４（
１８
２１
）
明
治
２０
（
１８
８７
）
栗
山
厚
庵
弘
化
４（
１８
４７
）．
２
西
洋
書
翻
訳
御
用
掛
、
嘉
永
６（
１８
５３
）．
９
萩
藩
一
代
御
雇
医
、
安
政
１（
１８
５４
）
春
相
州
警
備
萩
藩
軍
医
、
安
政
３
．
４
蕃
書
調
所
教
授
手
伝
、
同
年
１１
幕
府
軍
艦
操
練
所
教
授
、
安
政
５
．
３
萩
藩
蘭
書
会
読
会
メ
ン
バ
ー
、
同
年
１１
帰
藩
・
西
洋
学
所
規
則
制
定
、「
右
醫
業
差
免
束
髪
申
付
侯
」、
安
政
６
．
４
幕
臣
天
保
１１
（
１８
４０
）．
８
青
木
周
弼
（
萩
）
門
、
弘
化
元（
１８
４４
）
緒
方
洪
庵
（
大
坂
）
門
、
弘
化
２（
１８
４５
）
伊
東
玄
朴
（
江
戸
）
門
、
川
本
幸
民
（
江
戸
）
門
一
門
家
老
右
田
毛
利
氏
家
臣
永
玄
子
文
政
４（
１８
２１
）
明
治
８（
１８
７５
）
東
条
英
庵
嘉
永
５（
１８
５２
）．
１
貞
操
院
附
侍
医
、
安
政
２（
１８
５５
）．
７
法
鏡
院
附
侍
医
、
元
治
元（
１８
６４
）．
１１
世
子
・
世
子
夫
人
附
侍
医
、
慶
応
元（
１８
６５
）．
４
世
子
長
男
興
丸
牛
痘
接
種
一
門
家
老
毛
利
筑
前
家
臣
吉
村
龍
沢
子
、
弘
化
３（
１８
４６
）
萩
藩
医
養
琢
養
子
、
慶
応
３
（
１８
６７
）
家
督
文
政
４（
１８
２１
）
明
治
２１
（
１８
８７
）
松
尾
修
庵
万
延
元（
１８
６０
）．
８
硝
子
製
造
諸
見
合
役
・
分
析
試
験
御
用
掛
、
元
治
元
（
１８
６４
）．
１
好
生
堂
舎
密
頭
取
役
安
政
３（
１８
５６
）
秋
長
崎
、
ハ
ル
デ
ス
、
ポ
ン
ペ
師
事
、
安
政
５（
１８
５８
）
藩
費
伝
習
生
朝
鮮
通
詞
中
島
正
貞
長
男
文
政
６（
１８
２３
）
慶
応
２（
１８
６６
）
中
島
治
平
安
政
７
（
１８
５８
）．
２
原
書
頭
取
役
、
万
延
元
（
１８
３６
）．
７
好
生
堂
都
督
役
、
文
久
３
（
１８
６３
）．
４
好
生
堂
助
教
役
、
同
年
１１
御
添
匙
医
格
、
同
年
１２
好
生
堂
教
諭
役
心
得
柴
田
方
庵
（
江
戸
）
門
萩
藩
士
深
栖
三
郎
兵
衞
次
男
・
嘉
永
２
（
１８
２５
）．
６
竹
田
庸
伯
養
子
文
政
８（
１８
２５
）
明
治
１４
（
１８
８１
）
竹
田
祐
伯
嘉
永
４（
１８
５１
）．
２
好
生
館
舎
長
、
安
政
２（
１８
５６
）．
９
西
洋
学
師
範
、
文
久
３（
１８
６３
）．
４
好
生
堂
御
用
掛
兼
引
痘
御
用
掛
青
木
周
弼
（
萩
）
門
萩
藩
医
洞
庵
長
男
、
文
久
３（
１８
５７
）．
２
家
督
文
政
８（
１８
２５
）
明
治
２３
（
１８
９０
）
能
美
隆
庵
嘉
永
６（
１８
５３
）．
４
西
洋
原
書
頭
取
役
、
安
政
元（
１８
５５
）．
３
世
子
江
戸
随
行
、
安
政
２
．
９
西
洋
学
師
範
・
長
崎
伝
習
、
安
政
４
．
６
西
洋
学
所
師
範
役
青
木
周
弼
（
萩
）
門
、
坪
井
信
道
門
萩
藩
医
松
島
瑞
璠
長
男
文
政
８（
１８
２５
）
元
治
元（
１８
６４
）
松
島
瑞
益
万
延
元（
１８
６０
）．
４
好
生
堂
舎
長
、
元
治
元（
１８
６４
）．
６
好
生
堂
本
草
局
御
用
掛
、
慶
応
元（
１８
６５
）．
４
山
口
病
院
総
管
、
同
年
１０
山
口
好
生
堂
助
教
兼
任
嘉
永
元（
１８
４８
）．
３
青
木
周
弼
（
萩
）
門
・
嘉
永
４
．
８
緒
方
洪
庵
門
・
安
政
元
（
１８
５５
）．
８
長
崎
遊
学
大
島
郡
久
賀
村
地
下
医
山
県
玄
敬
三
男
・
萩
藩
医
日
野
貞
庵
養
子
文
政
１０
（
１８
２７
）
明
治
４２
（
１９
０９
）
日
野
宗
春
嘉
永
元
（
１８
４８
）．
１１
萩
藩
医
（
江
戸
在
住
）、
蘭
書
会
読
会
メ
ン
バ
ー
堀
内
素
堂
（
江
戸
）
門
、
緒
方
洪
庵
（
大
坂
）
門
信
道
長
男
天
保
３（
１８
３２
）
慶
応
３（
１８
６７
）
坪
井
信
友
弘
化
４（
１８
４７
）．
２
西
洋
書
翻
訳
御
用
掛
、
嘉
永
２（
１８
４９
）．
１０
臨
時
引
痘
掛
、
慶
応
元（
１８
６５
）．
９
一
代
藩
医
、
好
生
堂
都
講
役
、
慶
応
３
．
４
石
州
病
院
総
管
周
弼
門
？
萩
藩
一
門
家
老
吉
敷
毛
利
家
家
来
玄
機
長
男
生
年
未
詳
慶
応
４（
１８
６８
）
松
村
玄
仲
（
太
仲
）
文
久
３（
１８
６３
）．
４
好
生
堂
都
督
（
原
書
教
授
）、
同
年
１２
好
生
堂
教
諭
役
心
得
嘉
永
６（
１８
５３
）．
５
伊
東
玄
朴
（
江
戸
）
門
周
防
吉
敷
郡
鷲
頭
氏
次
男
・
烏
田
良
岱
の
実
家
山
根
家
養
子
天
保
元（
１８
３０
）
明
治
１６
（
１８
８３
）
烏
田
敬
蔵
（
圭
三
）
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没
　
　
　
年
姓
　
　
　
名
万
延
元（
１８
６０
）．
４
好
生
堂
舎
長
、
文
久
３（
１８
６３
）
春
赤
間
関
病
院
副
総
督
、
慶
応
元（
１８
６５
）
吉
田
病
院
総
管
、
慶
応
３
．
１１
萩
藩
軍
軍
医
好
生
堂
萩
藩
士
吉
松
良
右
衛
門
長
男
、
弘
化
４
（
１８
４７
）
萩
藩
医
龍
庵
養
子
、
文
久
２
（
１８
５６
）．
１２
家
督
天
保
６（
１８
３５
）
大
正
６（
１９
１７
）
李
家
文
厚
安
政
２（
１８
５５
）．
２
好
生
堂
舎
長
、
文
久
元（
１８
６１
）．
８
赤
間
関
病
院
医
員
、
慶
応
４（
１８
６８
）．
１
病
院
総
督
好
生
堂
、
安
政
５（
１８
５８
）
江
戸
遊
学
、
芳
野
金
陵
門
、
文
久
２（
１８
６２
）
長
崎
遊
学
、
松
本
良
順
門
、
ポ
ン
ペ
従
学
粟
屋
織
之
助
二
男
、
天
保
１５
（
１８
４４
）
萩
藩
医
半
井
玄
友
養
子
、
嘉
永
元（
１８
４８
）．
９
家
督
天
保
７（
１８
３６
）
明
治
３９
（
１９
０６
）
半
井
春
軒
文
久
３（
１８
６３
）．
４
添
匙
格
（
嫡
出
雇
）
世
子
侍
医
、
赤
間
関
病
院
総
督
、
慶
応
４（
１８
６８
）．
５
添
匙
医
、
好
生
堂
御
用
掛
好
生
堂
、
安
政
２（
１８
５５
）．
２
入
舎
生
、
安
政
６（
１８
５９
）
川
本
幸
民
（
江
戸
）
門
、
佐
藤
泰
然
（
佐
倉
）
門
萩
藩
医
品
川
玄
良
二
男
、
萩
藩
医
赤
川
玄
成
養
子
、
慶
応
２（
１８
６６
）．
７
家
督
天
保
８（
１８
３７
）
明
治
３６
（
１９
０３
）
赤
川
玄
檪
文
久
２（
１８
６２
）．
３
好
生
堂
舎
長
、
同
年
４
兵
庫
出
張
、
元
治
元（
１８
６４
）．
７
蛤
御
門
の
変
に
て
自
刃
安
政
元（
１８
５４
）．
６
好
生
館
、
安
政
５
（
１８
５８
）．
９
村
田
蔵
六
（
江
戸
）
門
萩
藩
医
良
迪
三
男
天
保
１１
（
１８
４０
）
元
治
元（
１８
６４
）
久
坂
元
瑞
弘
化
３（
１８
４６
）．
８
医
学
稽
古
場
御
書
物
掛
、
嘉
永
２（
１８
４９
）．
１０
臨
時
引
痘
掛
、
嘉
永
３
．
６
好
生
堂
会
業
掛
、
嘉
永
５
．
５
好
生
館
舎
長
、
嘉
永
６
．
２
好
生
館
薬
園
掛
萩
藩
医
玄
琢
子
、
文
久
元（
１８
６１
）．
１１
家
督
文
化
１４
（
１８
１７
）
没
年
不
明
長
野
文
琢
嘉
永
２（
１８
４９
）．
１０
臨
時
引
痘
掛
生
没
年
未
詳
曽
祢
玄
育
安
政
６（
１８
５９
）．
２
好
生
館
舎
長
安
政
７（
１８
６０
）．
４
長
崎
派
遣
、
文
久
元
（
１８
６１
）．
９
直
伝
習
生
、
ポ
ン
ペ
生
没
年
未
詳
中
原
玄
快
安
政
６（
１８
５９
）．
２
好
生
館
舎
長
安
政
７（
１８
５８
）．
４
長
崎
派
遣
、
文
久
元
（
１８
６１
）．
９
直
伝
習
生
、
ポ
ン
ペ
萩
藩
医
道
立
養
子
生
没
年
未
詳
上
領
道
仁
元
治
元（
１８
６４
）．
１
好
生
堂
舎
長
広
瀬
淡
窓
（
豊
後
日
田
）
門
、
緒
方
洪
庵
（
大
坂
）
門
松
岡
良
哉
養
子
明
治
２９
（
１８
９４
）
松
岡
勇
記
慶
応
元（
１８
６５
）
閏
５
好
生
堂
舎
長
田
原
玄
周
子
田
原
玄
章
慶
応
元（
１８
６５
）．
６
好
生
堂
舎
長
松
村
玄
中
慶
応
２（
１８
６６
）
山
口
好
生
堂
助
教
青
木
家
門
人
、
文
久
４（
１８
６４
）
春
好
生
堂
地
下
医
長
男
弘
化
３（
１８
４６
）
福
田
正
二
註
１
）『
防
長
医
学
史
』、
『
青
木
周
弼
』
な
ど
に
も
と
づ
き
作
成
し
た
。
　
２
）
原
則
と
し
て
出
生
年
代
に
順
に
配
列
し
た
。
森川：好生堂頭取役青木周弼
Zusammenfassung
Sh u¯ suke Aoki als Vizeleiter der medizinische Schule (K o¯ seid o¯ ) 
in Hagi-Daimyat
MORIKAWA Jun
　Im Februar 1839 wird Sh u¯ suke Aoki zu einem Leibarzt des Hagi-Daimyats ernannt.　Er ist 
der erste Leibarzt, der die abendländische Medizin erlernte.　Am Anfang beschäftigt er sich 
mit Übersetzung der Materialien über die Küstenverteidigung.　Er wird im Januar 1849 zum 
Vizeleiter der Medizinschule des Hagi-Daimyats ernannt.　Im Hebst des nächsten Jahres 
abfasst er die Bestimmung für die Medizinschule auf Verlangen des Leiters T o¯ an N o¯ mi.　In 
dieser Studie möchte ich aufklären, wie er die abendländische Medizin in den Lehrgang der 
Medizinschule auf dem Grund der altchinesischen Heilkunde einführen wolte.
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